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はじめに 
Xylella fastidiosaは、アメリカ合衆国、ブラジル等でブドウ属、ミカン属等に対する経済的被害が

報告されている病原細菌である。大韓民国では本細菌の宿主植物の輸入を禁止し、ニュージーラン

ドでは病害虫無発生地域等の検疫措置を要求している。 
本細菌は、日本では植物防疫法施行規則（農林省, 1950）別表１に規定されている検疫有害植物

であり、同施行規則別表２の２に規定されている国又は地域から輸入される宿主植物の生植物（栽

培の用に供するもの）については、輸出国での血清学的診断法又は核酸の塩基配列を検出するため

に適切と認められる方法による検査を要求している。 
今般、本細菌の新たな発生国及び宿主植物に関する情報があったことから、改めて本細菌に対す

る現行の検疫措置の有効性を検討するため、病害虫リスクアナリシスを実施した。 
 
Ⅰ リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報（有害植物） 
１．学名及び分類 

（１）学名（LPSN, 2025; Wells et al., 1987） 
Xylella fastidiosa Wells et al. 1987 

 
（２）英名、和名等（CABI, 2025） 

英名：Pierce's disease of grapevines; alfalfa dwarf; almond leaf scorch; citrus variegated 
chlorosis; dwarf lucerne; oleander leaf scorch; pear leaf scorch; pecan leaf scorch; 
periwinkle wilt; phony disease of peach; plum leaf scald 

和名：なし 
 
（３）分類（LPSN, 2025） 

種類：細菌 
科：Lysobacteraceae 
属：Xylella 
 

（４）シノニム 
情報なし。 

 
（５）系統等 

本細菌は木部局在性の難培養性細菌であり、宿主植物ごとに異なる病名が付けられてい

る。便宜的に宿主植物の違いによる系統（ブドウ系統、アーモンド系統、モモ系統等）分けが

なされていたが、2010年以降に分子系統解析により、本細菌種の下位分類として以下のよう

に亜種が報告されている（Dupas et al., 2019; EFSA, 2013, 2022; EPPO GDB, 2025a; 
Hernandez-Martinez, 2007; Nunney et al., 2014; Randall et al., 2009; Schaad, 
2004）。 

X. fastidiosaの種に関する下位分類は、現在も研究途上であり、分類体系が確立されていな

い。そのため本報告書では、既に報告されている亜種だけでなく過去の文献で系統として記載

されているものも含めて取り扱うこととする。なお、亜種として正式に分類される以前に報告

されたものについては、引き続き系統として記載する。 
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亜種 主な宿主植物 主な地理的分布 

subsp. fastidiosa アーモンド、サクランボ、セイヨウキョウ

チクトウ、ペルシャグルミ、マンネンロ

ウ、エリシムム属、コーヒーノキ属、スト

レプトカルパス属、スノキ（コケモモ）

属、ブドウ属 

台湾、イスラエル、イラン、イタ

リア、スペイン（バレアレス諸

島）、ポルトガル、アメリカ合衆

国、コスタリカ、メキシコ 

subsp. pauca アーモンド、オリーブ、サクランボ、セイ

ヨウキョウチクトウ、マンネンロウ、コー

ヒーノキ属、ツルニチニチソウ属、ミカン

属 

イタリア、スペイン（バレアレス

諸島）、フランス、アルゼンチ

ン、エクアドル、コスタリカ、ブ

ラジル 

subsp. multiplex アメリカスズカケノキ、アーモンド、イチ

ジク、オリーブ、セイヨウスモモ、ペカ

ン、モモ、アカシア属、コナラ属、スノキ

（コケモモ）属、ニレ属、バラ属、ラウァ

ンドゥラ属 

イラン、イタリア、スペイン（バ

レアレス諸島、バレンシア州）、

フランス、アメリカ合衆国、メキ

シコ、アルゼンチン、ブラジル、

パラグアイ 

subsp. sandyi セイヨウキョウチクトウ、コーヒーノキ属 アメリカ合衆国 

subsp. morus ナンテン、クワ属 アメリカ合衆国 

subsp. tashke チタルパ・タシュケンテンシス アメリカ合衆国 

 
ブドウ系統は、ヨーロッパブドウ、アメリカブドウ及びVitis riparia が主要な宿主植物で

あり、台木種であるV. aestivalis、V. berlandieri、V. candicans、V. rupestris 及びハイブリ

ッド種のV. rotundifolia には抵抗性がある。また、ブドウ系統はアーモンドに leaf scorch 
disease を引き起こすが、アーモンド系統は、ブドウの植物体内に低密度で感染し、病気

を引き起こすことはない（CABI, 2025）。 
モモ系統は、モモの全ての栽培品種、ハイブリッド種及び台木種に感染し、セイバンモ

ロコシのような果樹園の雑草にも感染するが、ブドウには感染しない（CABI, 2025）。 
ニレ属系統とアメリカスズカケノキ系統は、ブドウへ感染することは知られていない

（CABI, 2025; Sherald, 1993）。 
 
２．地理的分布 
（１）国又は地域（詳細は別紙１参照。下線部は令和８年（2026）年２月24日改定時に追加。） 

アジア：台湾 
中東：イスラエル、イラン、レバノン 
欧州：イタリア、スペイン、フランス、ポルトガル 
北米：アメリカ合衆国、カナダ 
中南米：アルゼンチン、エクアドル、コスタリカ、コロンビア、パラグアイ、ブラ

ジル、ベネズエラ、ペルー、メキシコ 
 
（２）生物地理区 

本細菌は、東洋区、旧北区、新北区及び新熱帯区の計４区に分布する。 
 
３．宿主植物及びその日本国内での分布 
（１）宿主植物（詳細は別紙２参照） 

本細菌の宿主範囲は非常に広く、数十科に及ぶ。主な宿主植物は、カエデ属（Acer 
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spp.）、セイヨウキョウチクトウ（Nerium oleander）、ペカン（Carya illinoinensis）、ト

ウグワ（Morus alba）、アメリカスズカケノキ（Platanus occidentalis）、ニレ属（Ulmus 
spp.）、サクラ属（Prunus spp.）、ナシ属（Pyrus spp.）、オランダフウロ属（Erodium 
spp.）、ブドウ属（Vitis spp.）及びミカン属（Citrus spp.）である。 

 
（２）日本国内における宿主植物の分布及び栽培状況 

本細菌の宿主植物であるブドウは 47 都道府県で栽培されている。ミカン属は東北

（宮城県及び山形県）以南に分布している。サクラ属は街路樹、自生木を含めて全国に分

布しており、コナラ属は沖縄県以外の全国に自生している。 
 
４．感染部位及びその症状 

本細菌は根、茎及び葉脈内の木部道管内で増殖する。細菌の凝集、感染に伴って植物がチロー

スや粘着物を形成し、道管が詰まる。宿主植物によっては、細菌は感染部位に留まるが、感受性

の高い宿主植物では道管を通って全身に移動し、全身感染する可能性がある（EPPO GDB, 
2025a）。 
本細菌による被害が発生しているのは、主にブドウ、ミカン属及びモモである。他にも多くの

宿主植物が報告されている。しかし、他の宿主植物のうち多くの種は、感染したとしても症状を

示さないことがある（EPPO GDB, 2025a）。 
ブドウの最も特徴的な症状は葉焼けである。感染初期は、緑色の葉の一部が突然枯れ、次第に

茶色になり、葉全体が縮み、落葉する。茎の症状は、茶色と緑色の斑紋状となる。芽は発育不良

となる。症状は塩害や微量要素欠乏のような他の障害と混同される（Janse and Obradovic, 
2010）。ブドウの症状は顕著であり、品種や樹齢によるが、感染後１～数年以内に枯死する。

接ぎ木により感染したブドウは植えてから１年以内に枯死する（CABI, 2025; EPPO GDB, 
2025a）。 
モモの症状は、若い芽の発育不良、頂点の叢（そう）生である。側枝は水平に成長し、落枝す

る。葉や花が早期に発生し、葉が健全樹に比べ長期間残る。症状が現れるまで長期間（感染後

18か月又はそれ以上）を要することがある（Janse and Obradovic, 2010）。感染樹は、小果

化、果実数減少により３～５年後までに経済的価値が完全に失われる（CABI, 2025）。 
ミカン属におけるcitrus variegated chlorosis症状は、ほとんどのスウィートオレンジで発症す

るが、タヒチライム及びマンダリンオレンジでは観察されない。苗木では症状が現れるまでに９

～12 か月を要し、その間は無症状の潜伏期間となる。樹齢が７～10 年以下の樹では葉に斑入り

の萎黄症状が見られる。若い樹は症状が出るが、樹齢５年以上の樹は症状が現れ難い。葉が成長

すると、小さな茶色の盛り上がった病変が裏面に、表面には萎黄症状が見られる。果実の小型化、

高糖質化、果皮の硬化などの影響がある（CABI, 2025; EPPO GDB, 2025a）。 
オリーブでは、自然界で感染した樹から採取した本細菌を健全樹に接種した試験において、１

年以内に葉焼けや枝枯れの症状を示した報告がある（Carlucci et al., 2013; Krugner et al., 
2010）。 
コーヒーノキ属、カエデ属、クワ属、ニレ属、コナラ属、アメリカスズカケノキ、セイヨウキ

ョウチクトウ及びペカンの症状は葉焼け、ツルニチニチソウの症状はわい化、イヌビエ、Rubus 
procerus、Artemisia douglasiana等は無症状で感染する（CABI, 2025; Janse and Obradovic, 
2010）。 

 
５．移動分散方法 
（１）自然分散 
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本細菌は、木部を吸汁加害する昆虫類により媒介され、接触や風媒による伝染は知られてい

ない（CABI, 2025; EPPO GDB, 2025a）※。カメムシ目のヨコバイ科（Cicadellidae）、アワ

フキムシ科（Aphrophoridae）及びセミ科（Cicadidae）がベクターとして知られている。

（EPPO GDB, 2025a）。 
ベクターの飛翔距離は100ｍと短いが、風によって長距離移動することが知られている

（EFSA, 2013）。本細菌は、ベクターによる野生宿主植物への伝搬により生存が維持される

（CABI, 2025）。 
 

※ 本細菌は木部局在細菌のため、カメムシ目の頸吻（けいふん）亜目に属する木部吸汁性昆

虫のみが伝搬するとの報告がある（EFSA, 2015）。これら昆虫による本細菌の伝搬では、潜

伏期間を必要とせず、永続的に伝搬される可能性が示唆されている（EFSA, 2015）。本細菌

の取り込みは消化管に限定される（EFSA, 2015）。また、本細菌は前口腔又は口腔内（前腸

の一部）に付着後、前口腔又は口腔内で増殖する（リンパ液内には循環せず、潜伏期間も必

要ない）。前腸が外胚葉由来で、脱皮の際に更新されると考えられていることから、ベクタ

ーの脱皮により伝搬性を失うことが示唆されている。（EFSA, 2015）。このため、羽化した

成虫が本細菌の伝搬能を有するには、感染植物を吸汁しなければならない可能性がある。成

虫のベクターが一度感染すると、生存期間中に前腸で本細菌が増殖し、永続的に伝搬するこ

とができる可能性がある（EFSA, 2015）。なお、経卵伝染はしない（CABI, 2025）。 
有翅成虫は、移動性があるため、本細菌の分散の原因となる。本細菌の保持は前腸に限定

され、ベクター１頭当たりの細菌濃度は低いもののベクターの前腸内で生きている細菌数が

ごくわずかでも伝搬可能である。このことからベクターを対象とした本細菌の保毒調査には

PCR法のような感度の高い手法が必要となる（EFSA, 2015）。本細菌の伝搬は木部吸汁性

昆虫に限定されており、全ての木部吸汁性昆虫がベクターとなる可能性があると考えられて

いるが、昆虫の種、寄主植物及び本細菌の遺伝子型により伝搬性には差異があると考えられ

ている（EFSA, 2015）。 
一方、師部吸汁性昆虫は、潜在的ベクターと考えられていない（Cornara et al, 2017a）。

本細菌に感染しているオリーブ園の地上部から集められたアワフキムシ科のホソアワフキ

（Philaenus spumarius：日本既発生）（木部吸汁性）及びヨコバイ科のEuscelis lineolatus
（日本未発生）（師部吸汁性）をPCR法により調査したところ、木部吸汁性昆虫のホソア

ワフキからは本細菌が確認できたが、師部吸汁性昆虫のE. lineolatusからは検出できなかっ

たとの報告がある（Saponari et al., 2014b）。しかし、重度の感染が確認されているオリー

ブ園で採取されたE. lineolatusの成虫の体内から、本細菌が検出されたとの報告がある

（Elbeaino et al., 2014; EFSA, 2015）。師部吸汁性昆虫であっても、わずかに木部を吸汁す

る場合もあることが他の種で報告されているが、本細菌を伝搬することは証明されていない

ため、ベクターではないとの報告もある（Chauvel et al., 2015a, b; EFSA, 2015）。 
 
（２）人為分散 

本細菌は、栽植用苗及び穂木の人為的移動により分散する（CABI, 2025; EPPO GDB, 
2025a）。 
種子伝染については、スウィートオレンジにおいて、本細菌によるcitrus variegated 

chlorosis症状を発症した果実から得られた種子を播種（はしゅ）し、育成した苗を調査した

結果本細菌が検出されたという報告（Li et. al., 2003）がある一方、種子から実生苗への本細

菌の伝染は生じないとの報告もある（Coletta-Filho et al., 2014; Hartung et al., 2014）。 
ペカンにおいて、本細菌感染樹由来の種子から発芽した実生苗から本細菌が検出されたとの
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報告があるが、ベクターが未成熟果（殻の道管）を食害したことによる感染の可能性も示唆さ

れており、本細菌の種子伝染については更なる研究が必要とされている（Cervantes, 2022; 
EPPO, 2022）。 
果実に関しては、本細菌が感染したブドウから収穫した果実をベクターであるヨコバイ科の

Graphocephala atropunctata（日本未発生）及びDraeculacephala minerva（日本未発生）に

摂食させても、本細菌を獲得することはできないとの報告があり（Purcell and Saunders, 
1995）、果実による伝染は知られていない。 

 
６．生態 
（１）中間宿主及びその必要性 

情報なし。 
 
（２）伝染環 

本細菌は、木部を吸汁加害する昆虫類により媒介され、接触や風媒による伝染は知られてい

ない（CABI, 2025; EPPO GDB, 2025a）。 
 
（３）植物残さ中での生存 

情報なし。 
 
（４）耐久生存態 

情報なし。 
 
７．媒介性又は被媒介性 

アメリカ合衆国カリフォルニア州では、アワフキムシ科のAphrophora permutata（日本未発

生）、ヨコバイ科のHomalodisca vitripennis（＝H. coagulata）（日本未発生）、

Carneocephala fulgida（=Xyphon fulgidum）（日本未発生）、Draeculacephala minerva（日本

未発生）、Graphocephala atropunctata（日本未発生）等がピアス氏病（Pierce’s disease）の主

要なベクターであり、ヨコバイ科のH vitripennis（=H. coagulata）（日本未発生）、H. insolita
（日本未発生）、Oncometopia orbona（日本未発生）、G. versuta（日本未発生）及びCuerna 
costalis（日本未発生）がモモに感染する系統のベクターとして知られている（CABI, 2025; 
EPPO GDB, 2025a）。 
ブラジルでは、ヨコバイ科のAcrogonia terminalis（日本未発生）、A. citrina（日本未発

生）、Dilobopterus costalimai（日本未発生）及びO. facialis（日本未発生）がミカン属における

主要なベクターであるという報告もある（CABI, 2025; Coelho et al., 2008; IPPC, 2017; EPPO 
GDB, 2025a）。 
また、日本既発生のホソアワフキが、欧州において本細菌のベクターとして報告されてい

る（Cornara et al., 2017b; EPPO GDB, 2025a; Saponari et al., 2016）。 
発生国において木部を吸汁加害するヨコバイ科等の多数の種がベクターとなる又は潜在的なベ

クターとなる報告があるため（EPPO, 2025a）、日本に発生しているヨコバイ科等もベクター

となる潜在性を有すると考えられる。 
 
８．被害の程度 

アメリカ合衆国、ブラジル等で本細菌による経済的損失が報告されている（CABI, 2025）。 
アメリカ合衆国における本細菌の発生地域であるメキシコ湾沿岸では、ヨーロッパブドウ
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（Vitis vinifera）及びアメリカブドウ（V. labrusca）は本細菌に感染しやすいため栽培できず、

代わりにVitis rotundifoliaや抵抗性品種が利用されている報告がある。南米及びアメリカ合衆国

カリフォルニア州の一部のブドウ生産地域でも同様の事例がある。このように、本細菌の発生地

域では抵抗性品種を利用しなければ栽培ができない。本細菌の分散は、気候の影響を受けやす

く、ベクターの発生状況に依存している可能性がある（CABI, 2025）。 
モモでは、枯死させることはないが、小果化及び果実数減少の影響がある（CABI, 2025）。 
ミカン属では、ブラジル南部やアルゼンチンの一部で被害の報告があり、2005年にはこれら

感染地域の商業用果樹で44～63%が感染し、減産の原因となった（CABI, 2025）。 
オリーブでは、2013年にイタリアのApulia地方のほ場において本細菌の発生と被害が報告さ

れている（EFSA, 2015）。2015年10月時点で、本細菌はイタリアの約100万本のオリーブに

感染していると推定されている（CABI, 2025）。 
他の宿主植物（コナラ属、カエデ属、クワ属、ニレ属等）では、成長期に葉枯れが見られる

が、枯死や栽培ができないような被害は起きていない（CABI, 2025）。 
 
９．防除 

健全な穂木の生産が本細菌病に対する実用的な防除方法である。ベクターの防除は、分散を防

ぐ有効な方法である。宿主植物に対する病原体自体への農薬散布等の化学的防除は野外では成功

していない（CABI, 2025）。 
 
１０．診断、検出及び同定 
（１）症状 

症状は宿主植物や本細菌の系統により異なるが、葉焼け、葉面の退緑・褐色病斑、葉の萎ち

ょうや奇形、枝枯れ、節間短縮、わい化や果実の縮小等がみられる（EPPO GDB, 2025a; 
CABI, 2025）。ブドウ、モモ、オリーブ、ミカン属植物等では症状の報告がある一方、感染し

本細菌の増殖が進んでも無症状である宿主植物も多数ある（EPPO, 2023）。 
 

（２）検定 
・ 生物検定：感受性植物への接ぎ木又は虫媒接種（CABI, 2025）。 
・ 血清学的診断法：ELISA 法、蛍光抗体法、dot immunobinding assay（DIBA）法

（CABI, 2025; EPPO, 2023）。ELISA キットが市販されている（Agdia, 2021; 
LOEWE, 2023）。 

・ 遺伝子診断法：DNA hybridization 法、PCR 法（CABI, 2025）が報告されており、

Minsavage et al. (1994)の種特異的プライマーを使用したPCR法は、コナラ属、アルファ

ルファ（Medicago sativa）、モモ、ミカン属、セイヨウキョウチクトウ、セイヨウスモ

モ、ブドウ及びアーモンドから検出が可能である（CABI, 2025; Minsavage et al., 
1994）。亜種については、16S - 23S rDNA ISR領域の塩基配列解析により識別できる

（EFSA, 2013; Schaad, 2004; Hernandez-Martinez, 2007）。その他、リアルタイム

PCR法やLAMP法による検出が報告されている（Harper et al., 2010; Li et al., 2013）。 
 

なお、植物検疫措置に関する国際基準（以下「ISPM」という。） 27 Annex 25 DP 25では、

本細菌に感染した宿主植物の症状及び本細菌の分離、検定方法を記載した総合的な診断マニュ

アルが策定されている。本マニュアルでは、サンプルに関する留意事項として、以下を挙げて

いる（FAO, 2018）。 
・ 病原濃度の高い部位を採取することが最も重要である。有症状の葉は、病原濃度が高く、
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最も信頼性の高い結果を得ることができるため、できるだけ有症状の葉を採取することが望

ましい。 
・ 成熟した葉を含む枝及び茎から検出が可能であるが、本細菌は木部組織に存在するため、

症状の有無にかかわらず、木部組織が含まれる葉柄及び葉の中央脈（中肋）が検出に最も適

する。なお、成長が旺盛な時期のサンプリングを推奨している。 
 
１１．日本における輸入検疫措置 

本細菌は、植物防疫法施行規則（農林省，1950）別表１に規定されている検疫有害植物であ

り、同施行規則別表２の２に規定されている国又は地域から輸入される宿主植物の生植物（種子

及び果実を除く。）であって栽培の用に供するものについては、輸出国において展葉期に、

ELISA法等の適切な血清学的診断法又はPCR法等の適切な遺伝子診断法による検定を行い、本

細菌に感染していないことを確認し、その旨を検査証明書に追記することを要求している（農林

水産省, 1998）。 
 
１２．諸外国における輸入検疫措置 
（１）欧州連合（European Union：EU）（EUR-Lex, 2020, 2021） 

EU 域外で生産された本細菌の宿主植物について、以下の検疫措置を要求してい

る。また、EU 域内では本細菌の発生地域を設定し、防除及び移動規制を行ってい

る。 
ア 本細菌の発生が知られていない国又は無発生地域で生産された植物に対する要求事項 
・ 国又は地域単位で本細菌の感染率が１％以下であることを 80％の信頼水準で確

認できるサンプリング計画に基づき検査し、本細菌の無発生を検査証明書に追記

すること。 
・ 生産場所において年間の適切な時期に公的な検査が行われ、遺伝子診断法を用

いた検定により本細菌の不在を確認していること。特に栽植用植物（種子を除

く。）のアーモンド、オリーブ、Lavandula dentata、セイヨウキョウチクトウ、

Polygala myrtifolia及びコーヒーノキ属植物については、感染率が１％以下であるこ

とを 80％の信頼水準で確認できるサンプリング計画に基づき検査すること。 
 

イ 本細菌の無発生生産用地で生産された植物に対する要求事項 
・ 生産用地で年２回の公的検査による本細菌とベクターの不在確認及びベクター

の防除対策を実施すること。 
・ 無発生生産用地として公的に認定され、EU当局に通知がなされた生産用地で生産する

こと。 
・ 搬出前に遺伝子診断法により本細菌の発生率が１％以下であることを90％の信頼水準

で確認すること。 
・ ベクターから保護された包装で輸送すること。 

 
（２）英国（Legislation.gov.uk, 2021） 

本細菌の宿主植物に対し、以下の検疫措置を要求している。 
ア 本細菌の無発生の国又は無発生地域由来の宿主植物に対する要求事項 
・ 輸出前の３年間（３年生未満の植物については全生育期間）、本細菌無発生の

国又は地域で生産すること。 
イ 本細菌の無発生生産用地由来の宿主植物に対する要求事項 
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・ ISPM に沿って認定された本細菌の無発生生産用地で生産すること。 
・ 生産用地及びその周辺 100m の範囲で本細菌とベクターについて、年２回の公

的検査による本細菌とベクターの不在確認及びベクターの防除対策を実施するこ

と。 
・ 輸出前に、国際的に検証された方法で本細菌の感染率が１％以下であることを

99％の信頼水準で確認すること。 
・ ベクターから保護されたこん包で輸送すること。 
なお、無菌条件下で栽培された植物、栽植用のオリーブ、Polygala myrtifolia、マンネ

ンロウ、コーヒーノキ属及びラウァンドゥラ属については、本細菌を対象として別途

検疫措置が定められている。 
 

（３）オーストラリア（Australian Government, 2023） 
緊急措置として以下の措置を要求している。 

・ 本細菌のハイリスク国に指定された国からの対象種の組織培養植物について、当

該植物の親植物が本細菌に感染していないことを室内検定で確認すること。輸出国

での検定が実施されない場合、輸入後の 12 か月以上の隔離栽培の後、PCR 法によ

り検定を行う。 
・ 本細菌のハイリスク国に指定された国からの対象種の栽植用植物について、ベク

ターを排除できる施設で当該植物とその親植物が生産され、本細菌に感染していな

いことを室内検定で確認すること等の条件を満たすこと。輸出国での措置が実施さ

れない場合、輸入後の 12 か月以上の隔離栽培の後、PCR 法による検定、あるいは

50℃ 45 分間の温湯処理が必要。 
・ 全ての国で生産されたペカン属栽植用種子に対し、Xylella 属細菌を対象として輸

入後 12 か月以上の隔離検疫の実施。 
なお、室内検定は PCR 法とリアルタイム PCR 法（信頼水準 95％で感染率が 0.5％

以下であることを満たすサンプリング条件）の両方の実施を要求している。 
 
（４）大韓民国（WTO, 2024） 

本細菌の発生国として指定された国で生産されたブドウ属等指定された宿主植物の

栽植用植物及び栽植用ペカン種子について、本細菌及びそのベクターを対象病害虫と

して輸入禁止としている。 
 
（５）ニュージーランド（MPI, 2025） 

本細菌の宿主植物の栽植用植物（植物体全体、穂木、休眠球根）及び組織培養体について、

以下のいずれかの検疫措置をとることを要求している。なお、本細菌の無発生国、又は第一次

産業省（Ministry for Primary Industries：MPI）が承認した施設で生産した組織培養体を輸入す

る場合を除き輸入許可証が必要である。 
・ MPIによって本細菌が無発生であることを承認された国で生産されており、その旨が検

査証明書に追記されていること。 
・ 本細菌の無発生の地域又は生産地で生産され、その旨が検査証明書に追記されており、輸

入後、６か月以上の期間、指定の診断施設で検査を受けること。 
・ MPIが承認した生産施設で生産されていること。 

 
（６）ユーラシア経済同盟（Eurasian Economic Union：EAEU）（EAEU, 2022） 
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以下の検疫措置を要求している。 
・ オリーブ、仁果類、核果類及び殻果類の栽植用植物について、本細菌の無発生の

地域、生産地又は生産用地で生産されていること。 
・ ブドウ属の栽植用植物について、本細菌の無発生地域で生産されていること。 
・ 熱帯及び亜熱帯植物の栽植用植物について、本細菌の無発生の生産地又は生産用

地で生産されていること。 
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Ⅱ 病害虫リスクアナリシスの結果 
第１ 開始（ステージ１） 
１．開始 

Xylella fastidiosaに対する現行の検疫措置の有効性を検討するため、病害虫リスクアナリシス

を実施する。 
 
２．対象となる有害動植物 

Xylella fastidiosaを対象とする。 
 
３．対象となる経路 

リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報の「２．地理的分布」に示す「国又は地域」か

らの「３．宿主植物及びその日本国内での分布」に示す「宿主植物」であって、「４．感染部位及

びその症状」に示す「感染部位」を含む植物を対象とする。 
 
４．対象となる地域 

日本全域を対象とする。 
 
５．開始の結論 

本細菌を開始点とし、その発生地域から輸入される植物を経路とした日本全域を対象とする病

害虫リスクアナリシスを開始する。 
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第２ 病害虫リスク評価（ステージ２） 
１．有害動植物の類別 

ステージ１で特定された有害動植物について、国内における発生及び公的防除の有無、定着及

びまん延の潜在性並びに経済的影響を及ぼす潜在性について調査し、検疫有害動植物となる潜在

性を有するかを検討する。なお、以下の（１）～（３）の評価項目を満たしていない場合は、そ

れが判明した時点で評価を中止できるものとする。 
（１）有害動植物の国内での発生の有無及び公的防除の有無等 

Xylella fastidiosaは国内未発生である。 
 
（２）定着及びまん延の潜在性 

本細菌の宿主植物であるブドウは 47 都道府県で栽培されていることから、本細菌が国内に

入り込んだ場合、定着及びまん延するおそれがある。 
 
（３）経済的影響を及ぼす潜在性 

本細菌の感染により、宿主植物の根、茎及び葉脈内の木部道管内で本細菌が増殖・凝集、チ

ロースや粘着物の形成により道管を詰まらせ、葉焼けや枝枯れ、芽の発育不良等を引き起こ

す。感染後１～数年以内に枯死へ至る場合もある。アメリカ合衆国における本細菌の発生地域

では、ヨーロッパブドウやアメリカブドウは本細菌に感染しやすいため栽培できず、代わりに

抵抗性品種等へ切り替える等の影響が出ている。また、ブラジルでは発生地域のミカン属での

商業用果樹で減産に至っている。 
したがって、現在、本細菌は国内未発生であるが、本細菌が国内に入り込み、定着及びまん

延した場合、経済的影響を及ぼすおそれがある。 
 
（４）評価にあたっての不確実性 

特にない。 
 
（５）有害動植物の類別の結論 

本細菌は国内未発生であるが、本細菌の宿主植物であるブドウは国内で広く栽培される。本

細菌は木部を吸汁加害する昆虫類がベクターとなり伝搬するが、発生国でベクターとなること

が知られている種が国内に発生しており、また、感染した穂木を介しても伝搬する。このこと

から、本細菌が国内に入り込んだ場合、定着及びまん延するおそれがある。また、本細菌は、

発生国において被害報告があることから、国内においても経済的影響を及ぼすことは否定でき

ない。 
したがって、本細菌は検疫有害動植物となる潜在性を有することから、引き続き「２．農業

生産等への影響の評価」で評価を行う。 
 
２．農業生産等への影響の評価 
（１）定着の可能性の評価 

ア リスクアナリシスを実施する地域における潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 
（ア）潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 

本細菌の感染部位は周年で存在することから、不良環境下でも生存可能と考える。よっ

て、本細菌が入り込んだ場合、我が国で生活環を維持できると考える。 
（イ）リスクアナリシスを実施する地域における中間宿主の利用可能性 

中間宿主が必須との情報は得られていない。 
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（ウ）潜在的検疫有害動植物の繁殖戦略 
本細菌は有害植物であるため、評価基準に基づき５点と評価した。 

 
イ リスクアナリシスを実施する地域における寄主又は宿主植物の利用可能性及び環境の好適

性 
（ア）寄主又は宿主植物の利用可能性及び環境の好適性 

本細菌の主要な宿主植物であるブドウは、47都道府県で生産されている。ミカン属は東

北以南に分布している。サクラ属は街路樹、自生木を含めて全国に分布している。コナラ

属は、沖縄県以外の全国に自生している。日本全域に本細菌にとって好適な環境が存在す

ることから、評価基準に基づき５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の寄主又は宿主範囲の広さ 

本細菌が宿主とする植物の科は、ブドウ科、アカザ科、イネ科を含む数十科が知られて

いる。 
（ウ）有害動植物の侵入歴 

本細菌は、東洋区、旧北区、新北区及び新熱帯区の４区に分布する。よって、評価基準

に基づき４点と評価した。 
 

ウ 定着の可能性の評価結果 
評価した項目の評価点の平均から、定着の可能性の評価点は５点満点中の4.7点（小数第

二位を四捨五入）となった。 

 
（２）まん延の可能性の評価 

ア 自然分散（自然条件における潜在的検疫有害動植物の分散） 
（ア）ベクター以外による伝染 

ａ 移動距離 
ベクター以外による伝染は知られていない。よって、本項目は評価しない。 

ｂ 伝染環数 
ベクター以外による伝染は知られていない。よって、本項目は評価しない。 

（イ）ベクターによる伝搬 
ａ ベクターの移動距離 

本細菌は、ヨコバイ等（日本既発生の種を含む）のベクターによる分散が知られてい

る。ベクターによる飛翔距離は100mまでであるが、風によって長距離移動をすること

ができる。よって、評価基準に基づき５点と評価した。 
ｂ 伝搬様式 

本細菌は、ベクターの口器に付着し、吸汁加害する際に直接伝染する。また、ベクタ

ーの体内で増殖し、成虫では永続的に伝搬されることが知られている。よって、評価基

準に基づき５点と評価した。 
 

イ 人為分散 
（ア）農作物を介した分散 

本細菌の主要な宿主植物であるブドウは、47都道府県で栽培されている。よって、評価

基準に基づき５点と評価した。 
（イ）非農作物を介した分散 

非農作物を介した分散は知られていない。よって、本項目は評価しない。 
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ウ まん延の可能性の評価結果 
評価した項目の評価点の平均から、まん延の可能性の評価点は５点満点中の５点となっ

た。 

 
（３）経済的重要性の評価 

ア 直接的影響 
（ア）影響を受ける農作物又は森林資源 

本細菌の宿主植物であるナシ、ブドウ、ミカン、モモ等の農産物算出額は 6,655.4 億円

である。よって、評価基準に基づき４点と評価した。 
（イ）生産への影響 

本細菌に感染したブドウ（永年作物）は、品種や樹齢によるが１～数年以内に枯死する。

よって、評価基準に基づき５点と評価した。 
（ウ）防除の困難さ 

本細菌に対しての実用的な防除方法は、健全な穂木の生産である（一度ほ場に侵入する

と防除は困難）。 
（エ）直接的影響の評価結果 

上記（ア）及び（イ）の評価点の積は20点となり、評価基準に基づき直接的影響の評価

点は４点となった。 
 

イ 間接的影響 
（ア）農作物の政策上の重要性 

本細菌の宿主植物であるナシ、ブドウ、ミカン及びモモは「農業保険法」及び「同法施

行令」並びに「果樹農業振興特別措置法施行令」で定める農作物である。よって、評価基

準に基づき１点と評価した。 
（イ）輸出への影響 

大韓民国は、本細菌の発生国で生産された栽植用ブドウ属植物等の輸入を禁止している。

よって、評価基準に基づき１点と評価した。 
 

ウ 経済的重要性の評価結果 
直接的影響の評価点と間接的影響の評価点の和から、経済的重要性の評価点は５点満点中

の５点となった。 

 
（４）評価における不確実性 

特にない。 
 

（５）農業生産等への影響評価の結論（病害虫固有のリスク） 
定着及びまん延の可能性並びに経済的重要性の３項目の評価点の積は116.7点となり、本

細菌の農業生産等への影響の評価を「高い」と結論付けた。 

 
３．入り込みの可能性の評価 

項目 評価における判断の根拠等 

（１）感染部位 植物全体（果実及び種子を除く。） 



 

14 

（２）国内に入り込む可能

性のある経路 

経路は、〔栽植用植物〕、〔栽植用球根類〕及び〔消費用生植

物〕が考えられる。 
〔栽植用種子〕については、スウィートオレンジで種子伝染が

起こったという報告及び種子から実生への本細菌の伝染は生じ

ないとの報告がある。ペカンで種子から実生への伝染が生じた

との報告があるが、ベクターが未成熟果（殻の道管）を食害し

たことによる感染である可能性が示唆されている。その他の宿

主植物については種子伝染に関する情報は確認できなかった。

これらのことから、〔栽植用種子〕については経路から除外し

た。なお、欧州食品安全機関（EFSA）も入り込みの可能性のあ

る経路から栽植用種子を除外している。 
〔消費用生植物〕のうち、果実については、果実からの感染事

例が知られていないため、経路から除外した。 

用途 部位 経路となる可能性 

ア 栽植用植物 
葉、枝、幹（茎）

及び根 
○ 

イ 栽植用球根類 球根 ○ 

ウ 消費用生植物 
葉、枝、幹（茎）

及び根 
○ 

（３）宿主植物の輸入検査量 別紙３参照 

※ 本来の用途ではない目的に利用されることが想定される場合は、その想定される用途の評価

結果を適用する（例えば、消費用途の植物が栽植用として利用される場合など）。 
 
（４）入り込みの可能性の評価 

ア 栽植用植物及びイ 栽植用球根類 
（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

栽植用植物及び栽植用球根類は、原産地で有害植物の生存に影響を与えるような加工処

理は実施されていない。よって、評価基準に基づき５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

本細菌は有害植物であり、無症状で感染している場合がある。よって、評価基準に基づ

き５点と評価した。 
（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

栽植用植物及び栽植用球根類は、栽培施設、ほ場等へ直接持ち込まれる。よって、評価

基準に基づき５点と評価した。 
（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 

栽植用植物及び栽植用球根類は、栽植用として利用されることで入り込みが完了する。

よって、評価基準に基づき５点と評価した。 
（オ）評価における不確実性 

特にない。 
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栽植用植物及び栽植用球根類の入り込みの可能性の評価の結論 
評価を行った項目の評価点の平均値は５点であり、栽植用植物及び栽植用球根類を経路と

した場合の本細菌の入り込みの可能性の評価を「高い」と結論付けた。 

 
ウ 消費用生植物 
（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

原産地で本細菌の生存率に影響を与える加工処理は実施されていない。よって、評価基

準に基づき５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

本細菌は有害植物であり、無症状で感染している場合がある。よって、評価基準に基づ

き５点と評価した。 
（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

本細菌の宿主植物であるブドウ属は47都府県で植栽又は商業的に栽培されているため、

人口比は1.000となる。よって、評価基準に基づき４点と評価した。 
（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 

本細菌に感染した宿主植物が輸入された場合、当該植物から国内に存在する宿主植物へ

の自然分散の方法はベクターであるホソアワフキ（国内既発生）による分散が考えられる

が、通常、消費用生植物は栽培地ではなく消費地へ運ばれ、短時間のうちに消費されるた

め、当該ベクターによって自然分散する機会は低い。このことから、本細菌が消費用植物

から自然分散する可能性は無視できると判断した。よって、評価基準に基づき評価中止と

する。 
（オ）評価における不確実性 

特にない。 
 

消費用生植物の入り込みの可能性の評価の結論 
消費用生植物を経路とした場合の本細菌の入り込みの可能性の評価を「無視できる」と結

論付けた。 

 
４．Xylella fastidiosaの病害虫リスク評価の結論 

本細菌は検疫有害植物であり、栽植用植物、栽植用球根類及び消費用生植物を経路として入り

込み、農業生産等へ影響を及ぼす可能性があると評価した。 

農業生産等への影響評価の結論

（病害虫固有のリスク） 
入り込みの可能性の評価 病害虫リスク評価の

結論 用途 結論 

高い 

ア 栽植用植物 高い 高い 

イ 栽植用球根類 高い 高い 

ウ 消費用生植物 無視できる 無視できる 

 
  



 

16 

 
第３ 病害虫リスク管理（ステージ３） 

病害虫リスク評価の結果､Xylella fastidiosa はリスク管理措置が必要な検疫有害植物であると

判断されたことから、ステージ３において、発生国からの宿主植物の輸入に伴う本細菌の入り込

みの可能性を低減するための適切な管理措置について検討する。 
 

１．Xylella fastidiosaに対するリスク管理措置の選択肢の検討 

選択肢 方法 有効性及び実行可能性の検討 
実施主体

（時期） 
有効性 

実行 
可能性 

①病害虫無

発生の地

域、生産地

又は生産

用地の設

定及び維

持 

ISPM 4
（FAO, 
2024）又は

10（FAO, 
2016）の規

定に基づき

設定及び維

持する。 

〔有効性〕 
ISPMに基づき輸出国植物防

疫機関が設定、管理及び維

持する病害虫無発生の地

域、生産地又は生産用地で

あって、ベクターの管理が

できれば有効である。 
 
〔実行可能性〕 
 輸出国において適切に管理

されること（ベクターの管

理を含む。）が必要である

が、実行可能と考えられ

る。 

 
輸出国 

（輸出前） 

 

○ 

 

○ 

②システム

ズアプロ

ーチ 

ISPM 14
（FAO, 
2019a）に

基づき実施

する。 

複数の管理措置の組み合わせ

であるシステムズアプローチ

の有効性及び実行可能性につ

いては、具体的に提案される

管理措置の内容を検討する必

要がある。 

 
輸出国 

（輸出前） 

 

－ 

 

－ 

③栽培地検

査 
栽培期間中

に生育場所

において植

物の症状等

を観察する。 

〔有効性〕 
栽培期間中に症状を明瞭に

現す場合は有効である。 
主にブドウ、ミカン属及び

モモに被害が発生してお

り、栽培期間中に植物の葉

焼け、発育不良、葉の萎黄

症状等の症状を現す。 
しかし、系統によっては特

定の宿主植物に症状を現さ

ない場合や、症状を現す場

合でも長期間を要する場合

があるため、栽培期間中の

検査の効果は限定的であ

 
輸出国 

（栽培中） 

 

▽ 

 

○ 
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る。 
 
〔実行可能性〕 
輸出国においてベクターの

適切な防除が実施されると

ともに、適切な検査が行わ

れる必要があるが、実行可

能と考えられる。 

④精密検定 血清学的診

断法、遺伝子

診断法等に

よる精密検

定を実施す

る。 

〔有効性〕 
ELISA法等の市販されてい

る抗血清の利用により容易

に検定が可能である。 
PCR法により精度の高い検

出が可能である。 
なお、系統によっては、特

定の宿主植物に症状を示さ

ない場合や無症状の宿主植

物が報告されているが、展

葉期に無症状の植物体を含

め無作為にサンプリングを

行うことにより本細菌の検

出が可能である。 
しかし、輸入時の精密検定

については、試料には成長

が旺盛な時期の病原濃度の

高い葉や葉柄を用いること

が望ましいため、輸入時に

展葉していない宿主植物に

対して本措置の効果は限定

的である。 
 
〔実行可能性〕 
輸出入国において検定施設

を有するとともに、ELISA
キット、特異的なプライマ

ー及びポジティブコントロ

ールが必要であるが、実行

可能と考えられる。 

 
輸出国 

（輸出前） 
 
 

輸入国 
（輸入時） 

 

○ 

 

 

 

▽ 

 

○ 

 

 

 

○ 

⑤検査証明

書への追

記 

輸出国での

目視検査の

結果、本細菌

に感染して

いないこと

を確認し、そ

〔有効性〕 
主にブドウ、ミカン属及び

モモに被害が発生してお

り、葉焼け、発育不良、葉

の萎黄症状等の症状を現す

ことから有効である。 

 
輸出国 

（輸出時） 
 

 

▽ 

 

 

○ 
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の旨を検査

証明書に追

記する。 
 

しかし、系統によっては特

定の宿主植物に症状を現さ

ない場合や、症状を現す場

合でも長期間を要する場合

があることから、効果は限

定的である。 
本細菌のベクターであるヨ

コバイ科、アワフキムシ科

及びセミ科の害虫類の幼虫

や成虫（卵は経路とならな

い。）については、宿主植物

に付着している可能性があ

るが、目視で確認できる。 
 
［実行可能性］ 
輸出国において適切な検査

が行われることが必要であ

るが、実行可能と考えられ

る。 

⑥輸出入検

査（目視検

査） 

植物の症状

等を確認す

る。 

〔有効性〕 
主にブドウ、ミカン属及び

モモに被害が発生してお

り、葉焼け、発育不良、葉

の萎黄症状等の症状を現す

ことから有効である。 
しかし、系統によっては特

定の宿主植物に症状を現さ

ない場合や、症状を現す場

合でも長期間を要する場合

があることから、効果は限

定的である。 
本細菌のベクターであるヨ

コバイ科、アワフキムシ科

及びセミ科の害虫類の幼虫

や成虫（卵は経路とならな

い。）については、宿主植物

に付着している可能性があ

るが、目視で確認できる。 
 
〔実行可能性〕 
輸出入国において通常実施

されている検査であり、実

行可能である。 

 
輸出国 

（輸出時） 
 
 

輸入国 
（輸入時） 

 

▽ 

 

 

 

▽ 

 

○ 

 

 

 

○ 

⑦隔離栽培 輸入後、国内 〔有効性〕    
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中の検査 の施設にお

いて一定期

間栽培し、生

物検定や精

密検定を実

施する。 

症状発現まで時間を要する

場合でも、栽培施設で適切

に管理（ベクターの管理を

含む。）することにより、検

査が可能である。 
隔離期間中に症状を診断

し、精密検定等により検出

が可能である。 
 
〔実行可能性〕 
多年生植物は、隔離栽培中

の検査が実行可能である

が、隔離栽培ができる施設

が限られており、検査でき

る数量等が制限される。そ

のため、隔離栽培運用基準

（農林省, 1968）に規定され

ていない宿主植物を新たに

隔離栽培する場合は、隔離

施設の設備及び栽培管理の

ための条件を整える必要が

あることから、限定条件下

で実行可能である。 
カラタチ属、キイチゴ属、

キンカン属、サクラ属、ナ

シ属、ブドウ属及びミカン

属の栽植用植物は、同運用

基準で対象としているた

め、実行可能である。 

輸入国 
（輸入後） 

○ 

 

▽ 

（カラタ

チ属、キ

イチゴ

属、キン

カン属、

サクラ

属、ナシ

属、ブド

ウ属及び

ミカン属

の栽植用

植物○） 

有効性    ○：効果が高い 

▽：限定条件下で効果がある 

×：効果なし 

－：検討しない 

実行可能性  ○：実行可能 

▽：限定条件下で実行可能 

×：実行困難 

－：検討しない 

 
２．経路ごとのXylella fastidiosaに対するリスク管理措置の選択肢の特定 
（１）栽植用植物及び栽植用球根類 

ア 検討結果 
病害虫無発生の地域、生産地又は生産用地の設定及び維持（選択肢①）は、本細菌の入り

込みの可能性に対しては有効な管理措置である。しかしながら、本細菌のベクターであるヨ

コバイ科、アワフキムシ科及びセミ科に対する管理が必要である。また、病害虫無発生地域
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等の設定及び維持は、宿主植物の栽培環境、病害虫管理等を含む各種要因に影響を受けるた

め、個別案件ごとに具体的な内容を輸出国植物防疫機関が示し、日本がその許諾を判断する

必要がある。 
精密検定（選択肢④）は、本細菌を特異的に検出するPCR法等が報告されている。また、

ELISA法等の血清学的診断法により、植物体から特異的に本細菌を検出可能であり、ELISA
キットも市販されていることから、有効かつ実行可能な管理措置である。しかし、輸入時の

精密検定については、本細菌の検出には成長が旺盛な時期の葉や葉柄を用いることが望まし

いとされるため、輸入時に展葉していない宿主植物の検定効果は限定的である。したがって、

輸出前の精密検定が有効かつ実行可能な管理措置であると考える。 
 

イ リスク管理措置の特定 
栽植用植物及び栽植用球根類に対する管理措置として、本細菌の入り込みの可能性を低減

させることが可能であり、かつ必要以上に貿易制限的でないことを考慮し、以下の選択肢を

特定した。 
 

○ 輸出国（輸出前）において、荷口全体（同一の荷口単位）の植物を対象に輸入植物検疫 
規程（農林省, 1950b）別表第１の６項２号の規定に基づく検査相当量について、展葉期に

目視検査及びELISA法等の適切な血清学的診断法又はPCR法等の適切な遺伝子診断法に

よる検定を行い、本細菌に感染していないことを確認し、その旨を検査証明書に追記する。 
 

輸入植物検疫規程（農林省, 1950b）別表第１の６項２号 

検査荷口の大きさ 検査する数量 

1,000本未満 
1,000本以上    1,841本未満 
1,841本以上    4,601本未満 
4,601本以上    9,201本未満 
9,201本以上  24,001本未満 

24,001本以上 

30%以上 
300本以上 
400本以上 
500本以上 
600本以上 
800本以上 
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別紙１ 
 

Xylella fastidiosaの発生国等の根拠 
 

国又は地域 ステータス 根拠文献 備考 

アジア 
  

 
台湾 発生 CABI, 2025; EPPO GDB, 2025a  

中東    
イスラエル 発生 CABI, 2025; EPPO GDB, 2025a  
イラン 発生 CABI, 2025; EPPO GDB, 2025a  
レバノン 発生 CABI, 2025; Choueiri et al., 2023; EPPO 

GDB, 2025a 
追加 

欧州    
イタリア 発生 CABI, 2025; Carlucci et al., 2013; EPPO 

GDB, 2025a; Giampetruzzi et al., 2017  

 

スペイン 発生 CABI, 2025; EFSA, 2018; EPPO GDB, 
2025a; XF-ACTORS, 2018 

 

スペイン（バレアレス諸島） 発生 CABI, 2025; EPPO GDB, 2025a  
フランス 発生 CABI, 2025; EFSA, 2015, 2018; EPPO 

GDB, 2025a 
 

フランス（コルシカ島） 発生 CABI, 2025; EPPO GDB, 2025a 
 

ポルトガル 発生 CABI, 2025; EPPO GDB, 2025a  
北米    

アメリカ合衆国 発生 CABI, 2025; EPPO GDB, 2025a 
 

カナダ 発生 CABI, 2025; EPPO GDB, 2025a 
 

中南米    
アルゼンチン 発生 CABI, 2025; EPPO GDB, 2025a 

 

エクアドル 発生 EFSA, 2015; EPPO GDB; 2025c; 
Legendre et al., 2014 

 

コスタリカ 発生 CABI, 2025; EPPO GDB, 2025a 
 

コロンビア 発生 EPPO GDB, 2025a; ICA, 2025 追加 

パラグアイ 発生 CABI, 2025; EPPO GDB, 2025a 
 

ブラジル 発生 CABI, 2025; EPPO GDB, 2025a 
 

ベネズエラ 発生 CABI, 2025; EPPO GDB, 2025a 
 

ペルー 発生 CABI, 2025; EPPO GDB, 2025a; IPPC, 
2024; SENASA, 2024, 2025a, 2025b 

追加 

メキシコ 発生 CABI, 2025; EPPO GDB, 2025a  
 

注）備考欄の「追加」は、令和８（2026）年２月24日改訂時に追加した国又は地域。 
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別紙２ 
 

Xylella fastidiosaの宿主植物の根拠 

科名 学名 シノニム 
和名 

英名 根拠文献 備考 
属名 種名 

アオイ科

(Malvaceae) 
Hibiscus sp.  フヨウ属   EFSA, 2020; EPPO GDB, 

2025b 
 

アオイ科

(Malvaceae) 
Hibiscus fragilis  フヨウ属   EFSA, 2020  

アオイ科

(Malvaceae) 
Hibiscus rosa-
sinensis 

 フヨウ属 ブッソウゲ  EFSA, 2020  

アオイ科

(Malvaceae) 
Hibiscus 
schizopetalus 

 フヨウ属 フウリンブッソウ

ゲ 
 EFSA, 2016, 2020; CABI, 

2025 
 

アオイ科

(Malvaceae) 
Hibiscus syriacus  フヨウ属 ムクゲ  EFSA, 2015, 2016  

アオイ科

(Malvaceae) 
Lavatera cretica Malva 

multiflora 
ハナアオイ属 ラヴァテラ・クレ

ティカ 
 EFSA, 2022  

アオイ科

(Malvaceae) 
Malva parviflora  ゼニアオイ属 マルウァ・パルウ

ィフロラ（ウサギ

アオイ） 

cheesewee
d 

CABI, 2025; EFSA, 2020; 
Krugner et al., 2012 

 

アオイ科

(Malvaceae) 
Modiola caroliniana  キクノハアオ

イ属 
モディオラ・カロ

リニアナ（キクノ

ハアオイ） 

 EFSA, 2016, 2020  

アオイ科

(Malvaceae) 
Sida rhombifolia  キンゴジカ属 キンゴジカ  De Coll et al., 2000; EFSA, 

2020; EPPO GDB, 2025b 
 

アカザ科

(Chenopodiaceae) 
Atriplex sp.  ハマアカザ属   Costello et al., 2017; 

EFSA, 2020 
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アカザ科

(Chenopodiaceae) 
Chenopodiastrum 
murale 

Chenopodium 
murale 

ウスバアカザ

属 
ミナトアカザ  Costello et al., 2017; 

EFSA, 2020; EPPO GDB, 
2025b 

 

アカザ科

(Chenopodiaceae) 
Chenopodium album 

 
アカザ属 シロザ  EFSA, 2020; EPPO GDB, 

2025b 
 

アカザ科

(Chenopodiaceae) 
Dysphania 
ambrosioides 

Chenopodium 
ambrosioides 

アリタソウ属 アリタソウ  EFSA, 2020; EPPO GDB, 
2025b 

 

アカザ科

(Chenopodiaceae) 
Salsola tragus S. kali subsp. 

tragus 
オカヒジキ属 サルソラ・ツラグ

ス 
common 
saltwort 

CABI, 2025; Costello et al., 
2017; EFSA, 2016, 2020; 
Krugner et al., 2012 

 

アカネ科

(Rubiaceae) 
Coffea spp.  コーヒーノキ

属 
  CABI, 2025; EFSA, 2020; 

EPPO GDB, 2025b 
 

アカネ科

(Rubiaceae) 
Coffea arabica  コーヒーノキ

属 
アラビアコーヒー arabica 

coffee 
CABI, 2025; EFSA, 2020  

アカネ科

(Rubiaceae) 
Coffea arabica × 
Coffea canephora 

 コーヒーノキ

属 
  EFSA, 2020  

アカネ科

(Rubiaceae) 
Coffea arabica × 
Coffea eugenioides 

 コーヒーノキ

属 
  EFSA, 2020  

アカネ科

(Rubiaceae) 
Coffea arabica × 
Coffea liberica var. 
dewevrei 

 コーヒーノキ

属 
  EFSA, 2020  

アカネ科

(Rubiaceae) 
Coffea arabica × 
Coffea racemosa 

 コーヒーノキ

属 
  EFSA, 2023b  

アカネ科

(Rubiaceae) 
Coffea canephora  コーヒーノキ

属 
ロブスタコーヒー robusta 

coffee 
EFSA, 2020  

アカネ科

(Rubiaceae) 
Coffea eugenioides  コーヒーノキ

属 
  EFSA, 2020  
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アカネ科

(Rubiaceae) 
Coffea kapakata  コーヒーノキ

属 
  EFSA, 2020  

アカネ科

(Rubiaceae) 
Coffea liberica  コーヒーノキ

属 
リベリアコーヒー Liberian 

coffee 
EFSA, 2020  

アカネ科

(Rubiaceae) 
Coffea liberica var. 
dewevrei 

 コーヒーノキ

属 
  EFSA, 2023a, 2024  

アカネ科

(Rubiaceae) 
Coffea racemosa  コーヒーノキ

属 
  EFSA, 2020; Marcos et al., 

2003 
 

アカネ科

(Rubiaceae) 
Coffea stenophylla  コーヒーノキ

属 
 highland 

coffee 
EFSA, 2020  

アカネ科

(Rubiaceae) 
Coprosma baueri  コプロスマ属   EFSA, 2016, 2020  

アカネ科

(Rubiaceae) 
Coprosma repens  コプロスマ属   Costa et al., 2004; DGAV, 

2020; EFSA, 2016, 2020; 
EPPO GDB, 2025b; 
Groenteman et al., 2015 

 

アカネ科

(Rubiaceae) 
Coprosma robusta  コプロスマ属   EFSA, 2020; Groenteman 

et al., 2015 
 

アカネ科

(Rubiaceae) 
Richardia sp.  ハシカグサモ

ドキ属 
  EFSA, 2020  

アカネ科

(Rubiaceae) 
Richardia brasiliensis  ハシカグサモ

ドキ属 
ブラジルハシカグ

サモドキ 
 CABI, 2025; EFSA, 2016  

アカネ科

(Rubiaceae) 
Spermacoce latifolia Borreria latifolia ハリフタバ属 スペルマコセ・ラ

ティフォリア（ヒ

ロハフタバムグ

ラ） 

 
EFSA, 2016, 2020  

アカバナ科

(Onagraceae) 
Fuchsia magellanica  フクシア属 フクシア・マゲラ

ニカ 

 
EFSA, 2016, 2020; Freitag, 
1951 
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アカバナ科

(Onagraceae) 
Ludwigia grandiflora  チョウジタデ

属 
ルドヴィギア・グ

ランディフロラ

（オオバナミズキ

ンバイ） 

water 
primrose 

CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020; Krugner et al., 2012 

 

アブラナ科

(Cruciferae) 
Brassica sp.  アブラナ属   CABI, 2025; Costello et al., 

2017; EFSA, 2020 
 

アブラナ科

(Cruciferae) 
Brassica nigra  アブラナ属 クロガラシ black 

mustard 
EFSA, 2016, 2020  

アブラナ科

(Cruciferae) 
Capsella bursa-
pastoris 

 ナズナ属 ナズナ  CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020; Krugner et al., 2012 

 

アブラナ科

(Cruciferae) 
Erysimum spp.  エリシムム属   CABI, 2025; EPPO GDB, 

2025b 
 

アブラナ科

(Cruciferae) 
Erysimum hybrids  エリシムム属   EFSA, 2020  

アブラナ科

(Cruciferae) 
Lepidium auriculatum  マメグンバイ

ナズナ属 
  De Coll et al., 2000; EFSA, 

2020 
 

アブラナ科

(Cruciferae) 
Lepidium didymum Coronopus 

didymus 
マメグンバイ

ナズナ属（コ

ロノプス属） 

カラクサナズナ  CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020; EPPO GDB, 2025b; 
Krugner et al., 2012 

 

アブラナ科

(Cruciferae) 
Lepidium ruderale  マメグンバイ

ナズナ属 
コバノコショウソ

ウ 
 EFSA, 2023a; EPPO 

GDB, 2025b 
 

アブラナ科

(Cruciferae) 
Raphanus sativus  ダイコン属 ダイコン radish EFSA, 2023a; EPPO 

GDB, 2025b 
 

アブラナ科

(Cruciferae) 
Sisymbrium irio  キバナハタザ

オ属 
シシンブリウム・

イリオ（ホソエガ

ラシ） 

London 
rocket 

CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020; EPPO GDB, 2025b 

 

アリノトウグサ科

(Haloragaceae) 
Haloragis erecta  アリノトウグ

サ属 
ハロラギス・エレ

クタ 

 
EFSA, 2020; Groenteman 
et al., 2015  
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イチョウ科

(Ginkgoaceae) 
Ginkgo biloba  イチョウ属 イチョウ maidenhair 

tree 
CABI, 2025; EFSA, 2020; 
Harris et al., 2014 

 

イネ科

(Gramineae) 
Agrostis gigantea  ヌカボ属 コヌカグサ redtop CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2020; Krugner et al., 2012 
 

イネ科

(Gramineae) 
Avena fatua  カラスムギ属 カラスムギ wild oat CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2020; Krugner et al., 2012  
 

イネ科

(Gramineae) 
Axonopus 
compressus 

 ツルメヒシバ

属 
ツルメヒシバ 

 
De Coll et al., 2000; EFSA, 
2020 

 

イネ科

(Gramineae) 
Brachiaria 
decumbens 

Urochloa 
decumbens, 
U. eminii 

ニクキビ属

（ウロクロア

属） 

 signal grass CABI, 2025; EFSA, 2020; 
EPPO GDB, 2025b 

 

イネ科

(Gramineae) 
Brachiaria 
plantaginea 

Urochloa 
plantaginea 

ニクキビ属

（ウロクロア

属） 

  CABI, 2025; EFSA, 2020; 
EPPO GDB, 2025b; Leite 
et al., 1997 

 

イネ科

(Gramineae) 
Bromus sp. 

 
スズメノチャ

ヒキ属（アニ

サンサ属） 

  Costello et al., 2017; 
EFSA, 2020 

 

イネ科

(Gramineae) 
Bromus diandrus Anisantha 

diandra 
スズメノチャ

ヒキ属（アニ

サンサ属） 

ヒゲナガスズメノ

チャヒキ 
 CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2020; EPPO GDB, 2025b; 
Krugner et al., 2012 

 

イネ科

(Gramineae) 
Bromus rigidus Anisantha 

rigida 
スズメノチャ

ヒキ属（アニ

サンサ属） 

  EFSA, 2020   

イネ科

(Gramineae) 
Cenchrus echinatus  クリノイガ属 シンクリノイガ 

 
CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020 

 

イネ科

(Gramineae) 
Chloris halophila  オヒゲシバ属 クロリス・ハロフ

ィラ 
 De Coll et al., 2000; EFSA, 

2020 
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イネ科

(Gramineae) 
Coelorachis 
cylindrica 

 コエロラキス

属 
コエロラキス・キ

リンドリカ 
 EFSA, 2020  

イネ科

(Gramineae) 
Cortaderia selloana C. argentea シロガネヨシ

属 
シロガネヨシ pampas 

grass 
EFSA, 2023a  

イネ科

(Gramineae) 
Cynodon spp.  ギョウギシバ

属 

 
 CABI, 2025  

イネ科

(Gramineae) 
Cynodon dactylon  ギョウギシバ

属 
ギョウギシバ Bermuda 

grass 
CABI, 2025; Costello et al., 
2017; EFSA, 2016, 2020; 
EPPO GDB, 2025b; 
Freitag, 1951; Krugner et 
al., 2012 

 

イネ科

(Gramineae) 
Digitaria sp.  メヒシバ属   CABI, 2025; De Coll et al., 

2000; EFSA, 2020; Leite et 
al., 1997;  

 

イネ科

(Gramineae) 
Digitaria horizontalis  メヒシバ属   CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2020 
 

イネ科

(Gramineae) 
Digitaria insularis  メヒシバ属   CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2020 
 

イネ科

(Gramineae) 
Digitaria sanguinalis  メヒシバ属 オニメヒシバ  EFSA, 2016, 2020  

イネ科

(Gramineae) 
Echinochloa crus-
galli 

 ヒエ属 イヌビエ barnyard 
grass 

CABI, 2025; Costello et al., 
2017; EFSA, 2020; 
Krugner et al., 2012 

 

イネ科

(Gramineae) 
Eleusine indica  オヒシバ属 オヒシバ 

 
EFSA, 2020  

イネ科

(Gramineae) 
Eriochloa contracta  ナルコビエ属 アメリカノキビ 

 
CABI, 2025; EFSA, 2020; 
Krugner et al., 2012 
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イネ科

(Gramineae) 
Hordeum murinum  オオムギ属 ムギクサ   CABI, 2025; Costello et al., 

2017; EFSA, 2020; 
Krugner et al., 2012 

 

イネ科

(Gramineae) 
Lolium multiflorum  ドクムギ属 ネズミムギ Italian 

ryegrass 
CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020; EPPO GDB, 2025b; 
Leite et al., 1997 

 

イネ科

(Gramineae) 
Lolium perenne  ドクムギ属 ホソムギ perennial 

ryegrass  

CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020; Krugner et al., 2012 

 

イネ科

(Gramineae) 
Panicum 
acuminatum 

Dichanthelium 
acuminatum 

キビ属 ニコゲヌカキビ 
 

EFSA, 2020, 2024  

イネ科

(Gramineae) 
Panicum maximum Megathyrsus 

maximus 
キビ属（メガ

シルスス属） 
ギネアキビ Guinea 

grass 
CABI, 2025  

イネ科

(Gramineae) 
Paspalum spp.  スズメノヒエ

属 
  CABI, 2025  

イネ科

(Gramineae) 
Paspalum dilatatum  スズメノヒエ

属 
シマスズメノヒエ Dallis grass CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2020; Freitag, 1951 
 

イネ科

(Gramineae) 
Paspalum regnellii  スズメノヒエ

属 
  De Coll et al., 2000; EFSA, 

2020 
 

イネ科

(Gramineae) 
Paspalum urvillei  スズメノヒエ

属 
タチスズメノヒエ  EFSA, 2020; Leite et al., 

1997 
 

イネ科

(Gramineae) 
Pennisetum 
clandestinum 

Cenchrus 
clandestinus 

チカラシバ属 キクユグラス kikuyu grass EFSA, 2015, 2016, 2020, 
2024; Leite et al., 1997 

 

イネ科

(Gramineae) 
Pennisetum glaucum P. americanum チカラシバ属 トウジンビエ pearl millet EFSA, 2020  

イネ科

(Gramineae) 
Phalaris angusta  クサヨシ属 ファラリス・アン

グスタ 

 
De Coll et al., 2000; EFSA, 
2020 

 

イネ科

(Gramineae) 
Poa annua  イチゴツナギ

属 
スズメノカタビラ  CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2020; Krugner et al., 2012 
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イネ科

(Gramineae) 
Setaria magna  エノコログサ

属 
セタリア・マグナ  EFSA, 2016, 2020; EPPO 

GDB, 2025b 
 

イネ科

(Gramineae) 
Sorghum halepense  モロコシ属 セイバンモロコシ Johnson 

grass 
CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020; EPPO GDB, 2025b 

 

イノモトソウ科

(Pteridaceae) 
Pteridium aquilinum  ワラビ属 プテリディウム・

アクイリヌム 
bracken EFSA, 2022  

イラクサ科

(Urticaceae) 
Urtica dioica subsp. 
gracilis 

 イラクサ属   EFSA, 2023b  

イラクサ科

(Urticaceae) 
Urtica urens  イラクサ属 ヒメイラクサ 

 
CABI, 2025; EFSA, 2020; 
EPPO GDB, 2025b 

 

イワタバコ科

(Gesneriaceae) 
Streptocarpus spp.  ストレプトカ

ルパス属 
  CABI, 2025; EPPO GDB, 

2025b 
 

イワタバコ科

(Gesneriaceae) 
Streptocarpus 
hybrids 

 ストレプトカ

ルパス属 
  EFSA, 2020  

ウコギ科

(Araliaceae) 
Fatsia japonica  ヤツデ属 ヤツデ 

 
EFSA, 2020  

ウコギ科

(Araliaceae) 
Hedera helix  キヅタ属 セイヨウキヅタ English ivy CABI, 2025; Costa et al., 

2004; EFSA, 2016, 2020; 
Janse and Obradovic, 
2010 

 

ウコギ科

(Araliaceae) 
Meryta sinclairii  メリタ属 メリタ・シンクラ

イリー 
 EFSA, 2020; Groenteman 

et al., 2015 
 

ウリ科

(Cucurbitaceae) 
Diplocyclos palmatus Bryonopsis 

laciniosa 
オキナワスズ

メウリ属 
オキナワスズメウ

リ 
 EFSA, 2016, 2020; EPPO 

GDB, 2025b; Su et al., 
2013 
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ウルシ科

(Anacardiaceae) 
Pistacia vera  トネリバハゼ

ノキ属 
ピスタシオノキ pistachio CABI, 2025; Costa et al., 

2004; EFSA, 2020; EPPO 
GDB, 2025b 

 

ウルシ科

(Anacardiaceae) 
Rhus sp.  ウルシ属   EFSA, 2020; Leite et al., 

1997 
 

ウルシ科

(Anacardiaceae) 
Rhus diversiloba Toxicodendron 

diversilobum 
ウルシ属   EFSA, 2016, 2020, 2025  

ウルシ科

(Anacardiaceae) 
Schinus molle  コショウボク

属 
コショウボク Peruvian 

pepper 
CABI, 2025; Costa et al., 
2004; EFSA, 2015, 2016 

 

オオバコ科

(Plantaginaceae) 
Plantago lanceolata  オオバコ属 ヘラオオバコ  CABI, 2025; DGAV, 2020; 

EFSA, 2016, 2020; 
Krugner et al., 2012 

 

オオバコ科

(Plantaginaceae) 
Plantago major  オオバコ属 セイヨウオオバコ broadleaf 

plantain 
EFSA, 2023a; EPPO 
GDB, 2025b 

 

オシダ科

(Aspidiaceae) 
Athyrium filix-femina  メシダ属 セイヨウメシダ  EFSA, 2022  

オシロイバナ科

(Nyctaginaceae) 
Boerhavia diffusa  ナハカノコソ

ウ属 
ナハカノコソウ  EFSA, 2020  

オトギリソウ科

(Guttiferae) 
Hypericum 
androsaemum 

 オトギリソウ

属 
コボウズオトギリ  EFSA, 2023a  

オトギリソウ科

(Guttiferae) 
Hypericum 
perforatum 

 
オトギリソウ

属 
セイヨウオトギリ  EFSA, 2022; EPPO GDB, 

2025b 
 

カエデ科

(Aceraceae) 
Acer spp.  カエデ属 

 
 CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2020; Merriman, 2001 
 

カエデ科

(Aceraceae) 
Acer granatense  カエデ属   EFSA, 2023c  

カエデ科

(Aceraceae) 
Acer griseum  カエデ属   EFSA, 2016, 2020; 

Nunney et al., 2013 
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カエデ科

(Aceraceae) 
Acer macrophyllum  カエデ属 ヒロハカエデ big leaf 

maple 
CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020; EPPO GDB, 2025b; 
Janse and Obradovic, 
2010 

 

カエデ科

(Aceraceae) 
Acer negundo  カエデ属 トネリコバノカエ

デ 

 
CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020; EPPO GDB, 2025b 

 

カエデ科

(Aceraceae) 
Acer platanoides  カエデ属 ヨーロッパカエデ Norway 

maple 
CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020; EPPO GDB, 2025b; 
Harris et al., 2014 

 

カエデ科

(Aceraceae) 
Acer pseudoplatanus  カエデ属 セイヨウカジカエ

デ 
sycamore 
maple 

EFSA, 2020; EPPO GDB, 
2025b 

 

カエデ科

(Aceraceae) 
Acer rubrum  カエデ属 アメリカハナノキ red maple CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2020; EPPO GDB, 2025b; 
Nunney et al., 2013 

 

カエデ科

(Aceraceae) 
Acer saccharum  カエデ属 サトウカエデ sugar maple CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2020; EPPO GDB, 2025b 
 

カキノキ科

(Ebenaceae) 
Diospyros kaki  カキ属 カキ persimmon EFSA, 2020; EPPO GDB, 

2025b 
 

カバノキ科

(Betulaceae) 
Alnus rhombifolia  ハンノキ属 アルヌス・ロンビ

フォリア 
white alder EFSA, 2016, 2020; 

Nunney et al., 2013 
 

カバノキ科

(Betulaceae) 
Carpinus caroliniana  クマシデ属 カロライナシデ  EFSA, 2024 追加 

カヤツリグサ科

(Cyperaceae) 
Carex sp.  スゲ属   CABI, 2025; EFSA, 2020; 

Krugner et al., 2012 
 

カヤツリグサ科

(Cyperaceae) 
Cyperus sp.  カヤツリグサ

属 
  CABI, 2025; Costello et al., 

2017; EFSA, 2020 
 

カヤツリグサ科

(Cyperaceae) 
Cyperus eragrostis  カヤツリグサ

属 
メリケンガヤツリ  CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2020; Krugner et al., 2012 
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キク科

(Compositae) 
Ambrosia sp.  ブタクサ属   EFSA, 2023b  

キク科

(Compositae) 
Ambrosia 
artemisiifolia 

A. artemisiifolia 
var. elatior 

ブタクサ属 ブタクサ  CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020 

 

キク科

(Compositae) 
Ambrosia 
psilostachya 

 ブタクサ属 ブタクサモドキ  EFSA, 2018, 2020  

キク科

(Compositae) 
Ambrosia trifida  ブタクサ属 オオブタクサ  EFSA, 2016, 2018, 2020  

キク科

(Compositae) 
Ambrosia trifida var. 
texana 

 ブタクサ属   EFSA, 2020  

キク科

(Compositae) 
Argyranthemum 
frutescens 

Chrysanthemu
m frutescens 

アルギランテ

ムム属 
マーガレット marguerite EFSA, 2022; EPPO GDB, 

2025b 
 

キク科

(Compositae) 
Artemisia sp.  ヨモギ属   EFSA, 2020; EPPO GDB, 

2025b 
 

キク科

(Compositae) 
Artemisia absinthium  ヨモギ属 ニガヨモギ common 

wormwood 
EFSA, 2023a  

キク科

(Compositae) 
Artemisia 
arborescens 

 ヨモギ属   DGAV, 2020; EFSA, 2016, 
2018, 2020; EPPO GDB, 
2025b; FAO, 2019b 

 

キク科

(Compositae) 
Artemisia 
douglasiana 

 ヨモギ属   EFSA, 2016, 2020; Freitag, 
1951; Janse and 
Obradovic, 2010; Nunney 
et al., 2013 

 

キク科

(Compositae) 
Baccharis sp.  バッカリス属   EFSA, 2020  

キク科

(Compositae) 
Baccharis halimifolia  バッカリス属 ハマベノキ  CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2020; Merriman, 2001 
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キク科

(Compositae) 
Baccharis pilularis  バッカリス属   CABI, 2025; Costa et al., 

2004; EFSA, 2016, 2020; 
Freitag, 1951; Janse and 
Obradovic, 2010; 
Merriman, 2001 

 

キク科

(Compositae) 
Baccharis salicifolia  バッカリス属   EFSA, 2015, 2020  

キク科

(Compositae) 
Bidens pilosa  センダングサ

属 
コセンダングサ  CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2020; EPPO GDB, 2025b 
 

キク科

(Compositae) 
Brachyglottis sp.  ブラキグロッ

ティス属 
  EFSA, 2020; Groenteman 

et al., 2015 
 

キク科

(Compositae) 
Calocephalus brownii Leucophyta 

brownii 
カロケファル

ス属 
カロケファルス・

ブラウニー 
 EFSA, 2023a, 2024  

キク科

(Compositae) 
Calyptocarpus 
biaristatus 

Blainvillea 
biaristata 

ツルセンダン

グサ属 
カリプトカルプ

ス・ビアリスタツ

ス 

 De Coll et al., 2000; EFSA, 
2020; EPPO GDB, 2025b 

 

キク科

(Compositae) 
Dittrichia viscosa  ディトリキア

属 
ディットリキア・

ウィスコサ 
 EFSA, 2023a  

キク科

(Compositae) 
Encelia farinosa  エンケリア属 エンケリア・ファ

リノサ 
brittlebush Costa et al., 2004; EFSA, 

2016, 2020; Nunney et al., 
2013 

 

キク科

(Compositae) 
Erigeron sp.  ムカシヨモギ

属 
  EFSA, 2020; EPPO GDB, 

2025b 
 

キク科

(Compositae) 
Erigeron bonariensis Conyza 

bonariensis 
ムカシヨモギ

属（コニザ

属） 

アレチノギク  EFSA, 2020; EPPO GDB, 
2025b 
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キク科

(Compositae) 
Erigeron canadensis Conyza 

canadensis 
ムカシヨモギ

属（コニザ

属） 

ヒメムカシヨモギ  Costello et al., 2017; 
EFSA, 2016, 2020; 
Krugner et al., 2012 

 

キク科

(Compositae) 
Erigeron 
karvinskianus 

 
ムカシヨモギ

属 
ペラペラヨメナ  EFSA, 2020; EPPO GDB, 

2025b 
 

キク科

(Compositae) 
Erigeron sumatrensis 

 
ムカシヨモギ

属（コニザ

属） 

オオアレチノギク  EFSA, 2020; EPPO GDB, 
2025b 

 

キク科

(Compositae) 
Eriocephalus 
africanus 

 エリオケファ

ルス属 
エリオケファル

ス・アフリカヌス 
 EFSA, 2023a; EPPO 

GDB, 2025b 
 

キク科

(Compositae) 
Euryops 
chrysanthemoides 

 エウリオプス

属 
  EFSA, 2020; EPPO GDB, 

2025b; PACA, 2018 
 

キク科

(Compositae) 
Euryops pectinatus  エウリオプス

属 
  EFSA, 2020; EPPO GDB, 

2025b 
 

キク科

(Compositae) 
Facelis retusa  キヌゲチチコ

グサ属 
キヌゲチチコグサ  EFSA, 2020; Leite et al., 

1997 
 

キク科

(Compositae) 
Gazania rigens  ガザニア属 ガザニア・リゲン

ス 
 EFSA, 2023a  

キク科

(Compositae) 
Helianthus sp.  ヒマワリ属   EFSA, 2020  

キク科

(Compositae) 
Helianthus annuus  ヒマワリ属 ヒマワリ sunflower EFSA, 2016, 2018, 2020  

キク科

(Compositae) 
Helichrysum sp.  ヘリクリスム

属 
  EFSA, 2020; EPPO GDB, 

2025b 
 

キク科

(Compositae) 
Helichrysum italicum  ヘリクリスム

属 
  EFSA, 2020; EPPO GDB, 

2025b 
 

キク科

(Compositae) 
Helichrysum 
stoechas 

 ヘリクリスム

属 
  EFSA, 2020; EPPO GDB, 

2025b 
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キク科

(Compositae) 
Heterotheca 
grandiflora 

 アレチオグル

マ属 
ヘテロテカ・グラ

ンディフロラ 
telegraph 
weed 

Costello et al., 2017; 
EFSA, 2020 

 

キク科

(Compositae) 
Hypochaeris 
brasiliensis 

 エゾコウゾリ

ナ属 
ヒポカエリス・ブ

ラシリエンシス 
 EFSA, 2020; Leite et al., 

1997 
 

キク科

(Compositae) 
Iva annua  イウァ属 イウァ・アンヌア  EFSA, 2016, 2020  

キク科

(Compositae) 
Lactuca serriola  アキノノゲシ

属 
トゲチシャ prickly 

lettuce 
CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020; Krugner et al., 2012 

 

キク科

(Compositae) 
Osteospermum 
ecklonis 

Dimorphotheca 
ecklonis 

オステオスペ

ルムム属（デ

ィモルフォテ

カ属） 

  EFSA, 2020; EPPO GDB, 
2025b 

 

キク科

(Compositae) 
Osteospermum 
fruticosum 

Dimorphotheca 
fruticosa 

オステオスペ

ルムム属（デ

ィモルフォテ

カ属） 

  EFSA, 2020; EPPO GDB, 
2025b; POnTE, 2019a, b 

 

キク科

(Compositae) 
Parthenium 
hysterophorus 

 パルテニウム

属 
パルテニウム・ヒ

ステロフォルス

（ゴマギク） 

 EFSA, 2023a; EPPO 
GDB, 2025b 

 

キク科

(Compositae) 
Phagnalon saxatile  ファグナロン

属 
ファグナロン・サ

クサチレ 
 EFSA, 2020; EPPO GDB, 

2025b 
 

キク科

(Compositae) 
Pluchea odorata  ヒイラギギク

属 
タワダギク  EFSA, 2016, 2020  

キク科

(Compositae) 
Ratibida columnaris R. columnifera ラティビダ属 ラティビダ・コル

ムナリス 
 EFSA, 2016, 2020, 2023a; 

EPPO GDB, 2025b; 
Nunney et al., 2013 

 

キク科

(Compositae) 
Santolina sp.  サントリナ属   EFSA, 2023a  
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キク科

(Compositae) 
Santolina 
chamaecyparissus 

 サントリナ属 サントリナ  EFSA, 2020; EPPO GDB, 
2025b 

 

キク科

(Compositae) 
Santolina magonica  サントリナ属   EFSA, 2022  

キク科

(Compositae) 
Senecio cineraria Jacobaea 

maritima 
セネキオ属 シロタエギク  EFSA, 2023a  

キク科

(Compositae) 
Senecio grisebachii  セネキオ属   De Coll et al., 2000; EFSA, 

2020 
 

キク科

(Compositae) 
Senecio inaequidens  セネキオ属 シンコウサワギク  EFSA, 2023c  

キク科

(Compositae) 
Senecio vulgaris  セネキオ属 ノボロギク  CABI, 2025; EFSA, 2020; 

EPPO GDB, 2025b; 
Krugner et al., 2012 

 

キク科

(Compositae) 
Silybum marianum  オオアザミ属 オオアザミ milk thistle CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2020; EPPO GDB, 2025b; 
Krugner et al., 2012 

 

キク科

(Compositae) 
Solidago canadensis  アキノキリン

ソウ属 
カナダアキノキリ

ンソウ 
 EFSA, 2020  

キク科

(Compositae) 
Solidago fistulosa  アキノキリン

ソウ属 
  EFSA, 2016, 2020; 

Merriman, 2001 
 

キク科

(Compositae) 
Solidago virgaurea  アキノキリン

ソウ属 
ヨウシュアキノキ

リンソウ 
 EFSA, 2016, 2018, 2020  

キク科

(Compositae) 
Sonchus sp.  ノゲシ属   CABI, 2025; Costello et al., 

2017; EFSA, 2020 
 

キク科

(Compositae) 
Sonchus oleraceus  ノゲシ属 ノゲシ  CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2020; EPPO GDB, 2025b; 
Krugner et al., 2012 
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キク科

(Compositae) 
Symphyotrichum 
divaricatum 

 ホウキギク属 シンフィオトリク

ム・ディウァリカ

ツム 

 EFSA, 2020  

キク科

(Compositae) 
Taraxacum officinale T. vulgare タンポポ属 セイヨウタンポポ common 

dandelion 
CABI, 2025; EFSA, 2020; 
Leite et al., 1997 

 

キク科

(Compositae) 
Vernonia sp.  ヴァーノニア

属 
  EFSA, 2020; EPPO GDB, 

2025b; Leite et al., 1997 
 

キク科

(Compositae) 
Xanthium spinosum  オナモミ属 トゲオナモミ  CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2020; EPPO GDB, 2025b; 
Krugner et al., 2012 

 

キク科

(Compositae) 
Xanthium 
strumarium 

 オナモミ属   EFSA, 2016, 2018, 2020  

キョウチクトウ科

(Apocynaceae) 
Catharanthus  ニチニチソウ

属 
  EPPO GDB, 2025b  

キョウチクトウ科

(Apocynaceae) 
Catharanthus roseus Vinca rosea ニチニチソウ

属 
ニチニチソウ Madagascar 

periwinkle 
CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020; EPPO GDB, 2025b; 
Ueno et al., 1998 

 

キョウチクトウ科

(Apocynaceae) 
Nerium oleander  キョウチクト

ウ属 
セイヨウキョウチ

クトウ 
common 
oleander 

CABI, 2025; Costa et al., 
2004; DGAV, 2020; EFSA, 
2016, 2020; EPPO, 2018; 
EPPO GDB, 2025b; 
Merriman, 2001; Nunney 
et al., 2013 

 

キョウチクトウ科

(Apocynaceae) 
Vinca spp.  ツルニチニチ

ソウ属 
  DGAV, 2020; EPPO GDB, 

2025b; Nunney et al., 2013 
 

キョウチクトウ科

(Apocynaceae) 
Vinca major  ツルニチニチ

ソウ属 
ツルニチニチソウ  EFSA, 2016, 2020; Janse 

and Obradovic, 2010; 
Merriman, 2001 
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キョウチクトウ科

(Apocynaceae) 
Vinca minor  ツルニチニチ

ソウ属 
ヒメツルニチニチ

ソウ 
 CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2020; EPPO GDB, 2025b 
 

キンポウゲ科

(Ranunculaceae) 
Clematis cirrhosa  クレマティス

属 
  EFSA, 2023a  

キンポウゲ科

(Ranunculaceae) 
Clematis vitalba  クレマティス

属 
  EFSA, 2023a  

キンポウゲ科

(Ranunculaceae) 
Ranunculus repens  キンポウゲ属 ハイキンポウゲ 

 
CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020; EPPO GDB, 2025b; 
EPPO, 2018 

 

クスノキ科

(Lauraceae) 
Laurus nobilis  ゲッケイジュ

属 
ゲッケイジュ bay laurel EFSA, 2016, 2018, 2020; 

EPPO GDB, 2025b 
 

クスノキ科

(Lauraceae) 
Persea americana  ワニナシ属 アボカド avocado CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2020; EPPO GDB, 2025b 
 

クスノキ科

(Lauraceae) 
Sassafras sp.  サッサフラス

属 
  EFSA, 2020  

クスノキ科

(Lauraceae) 
Sassafras albidum  サッサフラス

属 
サッサフラスノキ  EFSA, 2020  

クマツヅラ科

(Verbenaceae) 
Callicarpa americana  ムラサキシキ

ブ属 
アメリカムラサキ

シキブ 
French 
mulberry 

EFSA, 2016, 2020; Janse 
and Obradovic, 2010 

 

クマツヅラ科

(Verbenaceae) 
Duranta erecta D. repens ハリマツリ属 ハリマツリ  EFSA, 2020; EPPO GDB, 

2025b 
 

クマツヅラ科

(Verbenaceae) 
Lippia nodiflora Phyla nodiflora イワダレソウ

属 
イワダレソウ  CABI, 2025; EFSA, 2015, 

2016; EPPO GDB, 2025b 
 

クマツヅラ科

(Verbenaceae) 
Verbena litoralis  バーベナ属 バーベナ・リトラ

リス（ハマクマツ

ヅラ） 

 EFSA, 2016, 2020; 
Krugner et al., 2012 
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クマツヅラ科

(Verbenaceae) 
Vitex agnus-castus  ハマゴウ属 セイヨウニンジン

ボク 
 EFSA, 2023a; EPPO 

GDB, 2025b 
 

クマツヅラ科

(Verbenaceae) 
Vitex lucens  ハマゴウ属 ウィテクス・ルケ

ンス 
 EFSA, 2020; Groenteman 

et al., 2015 
 

グミ科

(Elaeagnaceae) 
Elaeagnus 
angustifolia 

 グミ属 ヤナギバグミ  EFSA, 2020; EPPO GDB, 
2025b 

 

グミ科

(Elaeagnaceae) 
Elaeagnus × 
submacrophylla 

 グミ属 オオバツルグミ  EFSA, 2023a  

クルミ科

(Juglandaceae) 
Carya sp.  ペカン属   EFSA, 2018, 2020  

クルミ科

(Juglandaceae) 
Carya aquatica  ペカン属   EFSA, 2023a  

クルミ科

(Juglandaceae) 
Carya cathayensis  ペカン属   EFSA, 2023a  

クルミ科

(Juglandaceae) 
Carya cordiformis  ペカン属   EFSA, 2023a  

クルミ科

(Juglandaceae) 
Carya floridana  ペカン属   EFSA, 2023a  

クルミ科

(Juglandaceae) 
Carya glabra  ペカン属 ピグナット pig nut EFSA, 2023a  

クルミ科

(Juglandaceae) 
Carya illinoinensis 

 
ペカン属 ペカン pecan CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2020; EPPO GDB, 2025b; 
Hilton et al., 2017; Nunney 
et al., 2013 

 

クルミ科

(Juglandaceae) 
Carya laciniosa  ペカン属   EFSA, 2023a  
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クルミ科

(Juglandaceae) 
Carya pallida  ペカン属   EFSA, 2023a  

クルミ科

(Juglandaceae) 
Carya palmeri  ペカン属   EFSA, 2023a  

クルミ科

(Juglandaceae) 
Carya tomentosa 

 
ペカン属 モッカーナット  EFSA, 2023a  

クルミ科

(Juglandaceae) 
Juglans sp.  クルミ属  walnut CABI, 2025; EFSA, 2020  

クルミ科

(Juglandaceae) 
Juglans californica  クルミ属   CABI, 2025; Costa et al., 

2004; EFSA, 2016 
 

クルミ科

(Juglandaceae) 
Juglans regia  クルミ属 ペルシャグルミ Persian 

walnut 
CABI, 2025; EFSA, 2018, 
2020; EPPO GDB, 2025b 

 

クロウメモドキ科

(Rhamnaceae) 
Frangula alnus Rhamnus 

frangula 
イソノキ属 フラングラ・アル

ヌス 
 DGAV, 2020; EPPO GDB, 

2025b 
 

クロウメモドキ科

(Rhamnaceae) 
Rhamnus sp.  クロウメモド

キ属 
  EFSA, 2023a  

クロウメモドキ科

(Rhamnaceae) 
Rhamnus alaternus  クロウメモド

キ属 
ラムヌス・アラテ

ルムス 
Italian 
buckthorn 

EFSA, 2016, 2018, 2020; 
EPPO, 2019; EPPO GDB, 
2025b; FAO, 2019b 

 

クワ科(Moraceae) Broussonetia 
papyrifera 

 コウゾ属 カジノキ  EFSA, 2020  

クワ科(Moraceae) Ficus carica  イチジク属 イチジク common fig EFSA, 2016, 2020; EPPO 
GDB, 2025b 

 

クワ科(Moraceae) Humulus scandens 
 

カラハナソウ

属 
カナムグラ  EFSA, 2016; EFSA, 2020; 

Su et al., 2013 
 

クワ科(Moraceae) Morus sp.  クワ属   EFSA, 2020  
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クワ科(Moraceae) Morus alba  クワ属 トウグワ white 
mulberry 

CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020; EPPO GDB, 2025b; 
Harris et al., 2014 

 

クワ科(Moraceae) Morus nigra  クワ属 クロミグワ black 
mulberry 

CABI, 2025; EFSA, 2016  

クワ科(Moraceae) Morus rubra  クワ属 アカミグワ red mulberry CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020; EPPO GDB, 2025b; 
Merriman, 2001 

 

ゴマノハグサ科

(Scrophulariaceae
) 

Hebe spp.  ヘーベ属   DGAV, 2020; EFSA, 2016, 
2020; EPPO GDB, 2025b; 
Groenteman et al., 2015 

 

ゴマノハグサ科

(Scrophulariaceae
) 

Hebe elliptica  ヘーベ属   EFSA, 2020; EPPO GDB, 
2025b 

 

ゴマノハグサ科

(Scrophulariaceae
) 

Veronica sp.  クワガタソウ

属 
  CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2020; Janse and 
Obradovic, 2010; 
Merriman, 2001 

 

ゴマノハグサ科

(Scrophulariaceae
) 

Veronica persica  クワガタソウ

属 
オオイヌノフグリ  EFSA, 2016, 2021; EPPO 

GDB, 2025b 
 

コリノカルプス科

(Corynocarpacea
e) 

Corynocarpus 
laevigatus 

 コリノカルプ

ス属 
コリノカルプス・

ラエウィガツス 
karaka nut EFSA, 2020; Groenteman 

et al., 2015 
 

シソ科(Labiatae) Clinopodium nepeta Calamintha 
nepeta 

トウバナ属 クリノポディウ

ム・ネペタ 
 EFSA, 2023c  

シソ科(Labiatae) Lavandula spp.  ラウァンドゥ

ラ属 
  EFSA, 2016, 2020; EPPO, 

2018 
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シソ科(Labiatae) Lavandula × 
chaytoriae 

 ラウァンドゥ

ラ属 
  EPPO GDB, 2025b  

シソ科(Labiatae) Lavandula × 
heterophylla 

 ラウァンドゥ

ラ属 
  EFSA, 2020; EPPO GDB, 

2025b 
 

シソ科(Labiatae) Lavandula × 
intermedia 

 ラウァンドゥ

ラ属 
  EFSA, 2020; EPPO GDB, 

2025b 
 

シソ科(Labiatae) Lavandula 
angustifolia 

 ラウァンドゥ

ラ属 
ラベンダー common 

lavender 
DGAV, 2020; EFSA, 2016, 
2020; EPPO GDB, 2025b 

 

シソ科(Labiatae) Lavandula dentata  ラウァンドゥ

ラ属 
  CABI, 2025; DGAV, 2020; 

EFSA, 2016, 2020; EPPO 
GDB, 2025b 

 

シソ科(Labiatae) Lavandula latifolia  ラウァンドゥ

ラ属 
スパイクラベンダ

ー 
spike 
lavender 

EFSA, 2020; EPPO GDB, 
2025b;  

 

シソ科(Labiatae) Lavandula stoechas  ラウァンドゥ

ラ属 
  DGAV, 2020; EFSA, 2016, 

2020; EPPO GDB, 2025b 
 

シソ科(Labiatae) Leonurus sibiricus  メハジキ属 ホソバメハジキ  EFSA, 2020; Leite et al., 
1997 

 

シソ科(Labiatae) Marrubium vulgare  ニガハッカ属 マルビウム・ウル

ガレ（ニガハッ

カ） 

white 
horehound 

CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020; Krugner et al., 2012 

 

シソ科(Labiatae) Melissa officinalis  コウスイハッ

カ属 
メリッサ・オッフ

ィキナリス（コウ

スイハッカ） 

lemon balm EFSA, 2016, 2020  

シソ科(Labiatae) Mentha suaveolens  ハッカ属 メンタ・スアウェ

オレンス（マルバ

ハッカ） 

applemint EFSA, 2023b  
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シソ科(Labiatae) Origanum majorana Majorana 
hortensis 

ハナハッカ属 オリガヌム・マヨ

ラナ 
sweet 
marjoram 

EFSA, 2016, 2020; Janse 
and Obradovic, 2010; 
Merriman, 2001 

 

シソ科(Labiatae) Phlomis fruticosa  オオキセワタ

属 
フロミス・フルテ

ィコサ 
 EFSA, 2020; EPPO GDB, 

2025b 
 

シソ科(Labiatae) Phlomis italica  オオキセワタ

属 
  EFSA, 2023a; EPPO 

GDB, 2025b 
 

シソ科(Labiatae) Rosmarinus 
officinalis 

Salvia 
rosmarinus 

ロスマリヌス

属 
マンネンロウ rosemary CABI, 2025; DGAV, 2020; 

EFSA, 2016, 2020; EPPO 
GDB, 2025b; Freitag, 1951 

 

シソ科(Labiatae) Salvia sp.  サルウィア属   EFSA, 2023b  

シソ科(Labiatae) Salvia abrotanoides Perovskia 
abrotanoides 

サルウィア属   EFSA, 2023b; EPPO 
GDB, 2025b 

 

シソ科(Labiatae) Salvia apiana  サルウィア属   Costa et al., 2004; EFSA, 
2015, 2016 

 

シソ科(Labiatae) Salvia mellifera  サルウィア属   Costa et al., 2004; EFSA, 
2016, 2020; Nunney et al., 
2013 

 

シソ科(Labiatae) Salvia officinalis  サルウィア属 ヤクヨウサルビア common 
sage 

EFSA, 2023a  

シソ科(Labiatae) Stachys arvensis  イヌゴマ属 ヤブチョロギ  De Coll et al., 2000; EFSA, 
2020; EPPO GDB, 2025b 

 

シソ科(Labiatae) Teucrium capitatum  ニガクサ属 テウクリウム・カ

ピタツム 
 EFSA, 2020; EPPO GDB, 

2025b 
 

シソ科(Labiatae) Thymus vulgaris  イブキジャコ

ウソウ属 
タチジャコウソウ common 

thyme 
EFSA, 2023a  
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シソ科(Labiatae) Westringia fruticosa  ウエストリン

ギア属 
  EFSA, 2016, 2020; EPPO 

GDB, 2025b; Saponari et 
al., 2014a 

 

シソ科(Labiatae) Westringia glabra  ウエストリン

ギア属 
  EFSA, 2016, 2020; EPPO 

GDB, 2025b 
 

スイカズラ科

(Caprifoliaceae) 
Lonicera sp.  スイカズラ属   EFSA, 2023c  

スイカズラ科

(Caprifoliaceae) 
Lonicera implexa  スイカズラ属   EFSA, 2022  

スイカズラ科

(Caprifoliaceae) 
Lonicera japonica  スイカズラ属 スイカズラ 

 
CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020; EPPO GDB, 2025b; 
Merriman, 2001 

 

スイカズラ科

(Caprifoliaceae) 
Lonicera 
periclymenum 

 スイカズラ属 ニオイニンドウ  EFSA, 2023b  

スイカズラ科

(Caprifoliaceae) 
Sambucus spp.  ニワトコ属 

 
 CABI, 2025; Costa et al., 

2004; EFSA, 2015, 2016, 
2020 

 

スイカズラ科

(Caprifoliaceae) 
Sambucus 
canadensis 

 ニワトコ属 アメリカニワトコ 
 

EFSA, 2016, 2020; Janse 
and Obradovic, 2010; 
Merriman, 2001; Nunney 
et al., 2013 

 

スイカズラ科

(Caprifoliaceae) 
Sambucus cerulea  ニワトコ属   EFSA, 2016, 2020; Freitag, 

1951 
 

スイカズラ科

(Caprifoliaceae) 
Sambucus mexicana  ニワトコ属   EFSA, 2013, 2015, 2016; 

Janse and Obradovic, 
2010; Merriman, 2001 

 

スイカズラ科

(Caprifoliaceae) 
Sambucus nigra  ニワトコ属 セイヨウニワトコ European 

elder 
EFSA, 2023b; EPPO 
GDB, 2025b 
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スイカズラ科

(Caprifoliaceae) 
Viburnum tinus  ガマズミ属 ウィブルヌム・テ

ィヌス 

 
EFSA, 2022; EPPO GDB, 
2025b 

 

スズカケノキ科

(Platanaceae) 
Platanus sp.  スズカケノキ

属 
  CABI, 2025; EFSA, 2020  

スズカケノキ科

(Platanaceae) 
Platanus occidentalis  スズカケノキ

属 
アメリカスズカケ

ノキ 
 CABI, 2025; EFSA, 2020; 

EPPO GDB, 2025b; Harris 
et al., 2014; Janse and 
Obradovic, 2010; 
Merriman, 2001; Nunney 
et al., 2013 

 

スズカケノキ科

(Platanaceae) 
Platanus × hispanica  スズカケノキ

属 
モミジバスズカケ

ノキ 
 EFSA, 2023b  

スズカケノキ科

(Platanaceae) 
Platanus racemosa  スズカケノキ

属 
カリフォルニアス

ズカケノキ 
 Costa et al., 2004; EFSA, 

2015, 2016 
 

スベリヒユ科

(Portulacaceae) 
Montia linearis Montiastrum 

lineare 
モンティア

（モンティア

ストルム）属 

モンティア・リネ

アリス（モンティ

アストルム・リネ

アレ） 

 EFSA, 2016, 2020  

スベリヒユ科

(Portulacaceae) 
Portulaca oleracea  スベリヒユ属 スベリヒユ purslane CABI, 2025; Costello et al., 

2017; EFSA, 2016, 2020; 
Krugner et al., 2012 

 

スベリヒユ科

(Portulacaceae) 
Talinum paniculatum T. patens ハゼラン属 ハゼラン  De Coll et al., 2000; EFSA, 

2020; EPPO GDB, 2025b 
 

スミレ科

(Violaceae) 
Melicytus ramiflorus  メリキツス属 メリキツス・ラミ

フロルス 
 EFSA, 2020; Groenteman 

et al., 2015 
 

セリ科

(Umbelliferae) 
Conium maculatum  ドクニンジン

属 
ドクニンジン poison 

hemlock 
CABI, 2025; De Coll et al., 
2000; EFSA, 2016, 2020 
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タデ科

(Polygonaceae) 
Eriogonum sp.  エリオゴヌム

属 
  Costello et al., 2017; 

EFSA, 2020 
 

タデ科

(Polygonaceae) 
Fallopia japonica Polygonum 

reynoutria, 
Reynoutria 
japonica 

ソバカズラ属 イタドリ Japanese 
knotweed 

EFSA, 2020; EPPO GDB, 
2025b 

 

タデ科

(Polygonaceae) 
Persicaria lapathifolia Polygonum 

lapathifolium 
イヌタデ属 オオイヌタデ  CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2020; EPPO GDB, 2025b; 
Krugner et al., 2012 

 

タデ科

(Polygonaceae) 
Persicaria maculosa Polygonum 

persicaria 
イヌタデ属   EFSA, 2016, 2020; EPPO 

GDB, 2025b 
 

タデ科

(Polygonaceae) 
Polygonum 
arenastrum 

 ミチヤナギ属 ハイミチヤナギ  EFSA, 2016, 2020; 
Krugner et al., 2012 

 

タデ科

(Polygonaceae) 
Polygonum aviculare  ミチヤナギ属 ミチヤナギ  CABI, 2025  

タデ科

(Polygonaceae) 
Rumex sp.  ギシギシ属   EFSA, 2023a; EPPO 

GDB, 2025b 
 

タデ科

(Polygonaceae) 
Rumex crispus  ギシギシ属 ナガバギシギシ 

 
CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020; EPPO GDB, 2025b; 
Krugner et al., 2012 

 

ツゲ科(Buxaceae) Simmondsia 
chinensis 

 シモンジア属 ホホバ jojoba EFSA, 2015, 2016, 2020  

ツツジ科

(Ericaceae) 
Arbutus unedo  アルブツス属 アルブツス・ウネ

ド 
strawberry 
tree 

EFSA, 2022; EPPO GDB, 
2025b 

 

ツツジ科

(Ericaceae) 
Arctostaphylos sp.  アルクトスタ

フィロス属 
  Costello et al., 2017; 

EFSA, 2020 
 

ツツジ科

(Ericaceae) 
Calluna vulgaris  カルナ属 ギョリュウモドキ  DGAV, 2020  
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ツツジ科

(Ericaceae) 
Erica cinerea  エリカ属 エリカ・キネレア bell heather EFSA, 2022; EPPO GDB, 

2025b 
 

ツツジ科

(Ericaceae) 
Vaccinium sp.  スノキ（コケ

モモ）属 
  CABI, 2025; EFSA, 2020  

ツツジ科

(Ericaceae) 
Vaccinium ashei  スノキ（コケ

モモ）属 
ラビットアイブル

ーベリー 
rabbiteye 
blueberry 

EFSA, 2020; EPPO GDB, 
2025b 

 

ツツジ科

(Ericaceae) 
Vaccinium 
corymbosum 

 スノキ（コケ

モモ）属 
ハイブッシュブル

ーベリー 
highbush 
blueberry 

CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020; EPPO GDB, 2025b 

 

ツツジ科

(Ericaceae) 
Vaccinium 
corymbosum × 
Vaccinium 
angustifolium 

 スノキ（コケ

モモ）属 
  EFSA, 2016  

ツツジ科

(Ericaceae) 
Vaccinium 
corymbosum × 
Vaccinium 
angustifolium hybrid 

 スノキ（コケ

モモ）属 
  EFSA, 2020  

ツツジ科

(Ericaceae) 
Vaccinium darrowii  スノキ（コケ

モモ）属 
  EFSA, 2020; EPPO GDB, 

2025b 
 

ツツジ科

(Ericaceae) 
Vaccinium elliottii  スノキ（コケ

モモ）属 
  EFSA, 2020  

ツツジ科

(Ericaceae) 
Vaccinium virgatum  スノキ（コケ

モモ）属 
  EFSA, 2016, 2020; EPPO 

GDB, 2025b 
 

ツバキ科

(Theaceae) 
Stewartia 
pseudocamellia 

 ナツツバキ属 ナツツバキ  EFSA, 2020  

ツユクサ科

(Commelinaceae) 
Commelina 
benghalensis 

 ツユクサ属 マルバツユクサ  CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020 

 

ツユクサ科

(Commelinaceae) 
Commelina erecta  ツユクサ属 シュッコンツユク

サ 
 De Coll et al., 2000; EFSA, 

2020 
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トウダイグサ科

(Euphorbiaceae) 
Croton setigerus Eremocarpus 

setigerus 
ハズ属 クロトン・セティ

ゲルス 
 Costello et al., 2017; 

EFSA, 2020; EPPO GDB, 
2025b 

 

トウダイグサ科

(Euphorbiaceae) 
Euphorbia 
chamaesyce 

Chamaesyce 
canescens 

トウダイグサ

属（カマエシ

ケ属） 

  EFSA, 2020; EPPO GDB, 
2025b; POnTE, 2019a, b 

 

トウダイグサ科

(Euphorbiaceae) 
Euphorbia hirta Chamaesyce 

hirta 
トウダイグサ

属（カマエシ

ケ属） 

シマニシキソウ  CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020 

 

トウダイグサ科

(Euphorbiaceae) 
Euphorbia terracina  トウダイグサ

属 
  EFSA, 2016, 2018, 2020; 

EPPO GDB, 2025b; FAO, 
2019b 

 

トウダイグサ科

(Euphorbiaceae) 
Hevea brasiliensis  パラゴムノキ

属 
パラゴムノキ para rubber 

tree 
EFSA, 2020  

トウダイグサ科

(Euphorbiaceae) 
Mallotus paniculatus  アカメガシワ

属 
ウラジロアカメガ

シワ 
 EFSA, 2016, 2020; Su et 

al., 2013 
 

トケイソウ科

(Passifloraceae) 
Passiflora foetida  トケイソウ属 パッシフロラ・フ

ォエティダ（クサ

トケイソウ） 

 CABI, 2025; EFSA, 2020  

トチノキ科

(Hippocastanacea
e) 

Aesculus spp.  トチノキ属   CABI, 2025  

トチノキ科

(Hippocastanacea
e) 

Aesculus × hybrida  トチノキ属   EFSA, 2016, 2020  

トベラ科

(Pittosporaceae) 
Pittosporum 
crassifolium 

 トベラ属   EFSA, 2016, 2020; 
Groenteman et al., 2015 
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トベラ科

(Pittosporaceae) 
Pittosporum 
eugenioides 

 トベラ属   EFSA, 2020; Groenteman 
et al., 2015 

 

トベラ科

(Pittosporaceae) 
Pittosporum 
tenuifolium 

 トベラ属 クロバトベラ  EFSA, 2020; Groenteman 
et al., 2015 

 

トベラ科

(Pittosporaceae) 
Pittosporum 
umbellatum 

 トベラ属   EFSA, 2020; Groenteman 
et al., 2015 

 

ナス科

(Solanaceae) 
Datura wrightii  ダツラ属 ダツラ・ライティ

イ 
 CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2020; Krugner et al., 2012 
 

ナス科

(Solanaceae) 
Solanum 
americanum 

 ナス属 テリミノイヌホオ

ズキ 

 
CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020; EPPO GDB, 2025b 

 

ナス科

(Solanaceae) 
Solanum 
elaeagnifolium 

 ナス属 ラシャナス 
 

CABI, 2025; EFSA, 2016  

ナデシコ科

(Caryophyllaceae) 
Stellaria media  ハコベ属 コハコベ common 

chickweed 
CABI, 2025; EFSA, 2020; 
EPPO GDB, 2025b; 
Krugner et al., 2012 

 

ナンヨウスギ科

(Araucariaceae) 
Agathis australis  アガティス属 アガティス・アウ

ストラリス 
 EFSA, 2020; Groenteman 

et al., 2015 
 

ニガキ科

(Simaroubaceae) 
Ailanthus altissima  ニワウルシ属 ニワウルシ  EFSA, 2024 追加 

ニシキギ科

(Celastraceae) 
Celastrus orbiculatus  ツルウメモド

キ属 
ツルウメモドキ oriental 

bittersweet 
CABI, 2025; EFSA, 2015, 
2016, 2020; EPPO, 2001; 
EPPO GDB, 2025b 

 

ニレ科

(Ulmaceae) 
Celtis sp.  エノキ属   EFSA, 2024 追加 

ニレ科

(Ulmaceae) 
Celtis occidentalis  エノキ属 アメリカエノキ  EFSA, 2016, 2020  
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ニレ科

(Ulmaceae) 
Ulmus spp.  ニレ属   CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2020; Merriman, 2001 
 

ニレ科

(Ulmaceae) 
Ulmus × hollandica  ニレ属   EFSA, 2020  

ニレ科

(Ulmaceae) 
Ulmus americana  ニレ属 アメリカニレ American 

elm 
CABI, 2025; EFSA, 2020; 
EPPO GDB, 2025b; Harris 
et al., 2014; Nunney et al., 
2013 

 

ニレ科

(Ulmaceae) 
Ulmus crassifolia  ニレ属   EFSA, 2016, 2020; 

Nunney et al., 2013 
 

ニレ科

(Ulmaceae) 
Ulmus glabra U. scabra ニレ属 セイヨウハルニレ wych elm EFSA, 2020  

ニレ科

(Ulmaceae) 
Ulmus pumila  ニレ属 ノニレ  EFSA, 2020  

ノウゼンカズラ科

(Bignoniaceae) 
Campsis radicans  ノウゼンカズ

ラ属 
アメリカノウゼン

カズラ 
 EFSA, 2020; EPPO GDB, 

2025b 
 

ノウゼンカズラ科

(Bignoniaceae) 
Chitalpa 
tashkentensis 

 チタルパ属 チタルパ・タシュ

ケンテンシス 
 EFSA, 2016, 2020  

ノウゼンカズラ科

(Bignoniaceae) 
Jacaranda 
mimosifolia 

 ジャカランダ

属 
ジャカランダ・ミ

モシフォリア 
 CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2020 
 

パイナップル科

(Bromeliaceae) 
Tillandsia usneoides  ティランジア

属 
サルオガセモドキ 

 
EFSA, 2016  

バショウ科

(Musaceae) 
Strelitzia reginae  ゴクラクチョ

ウカ属 
ゴクラクチョウカ  EFSA, 2020; EPPO GDB, 

2025b 
 

ハマジンチョウ科

(Myoporaceae) 
Eremophila maculata  エレモフィラ

属 
エレモフィラ・マ

クラタ 
 EFSA, 2020; EPPO GDB, 

2025b 
 

ハマジンチョウ科

(Myoporaceae) 
Myoporum sp.  ミオポルム属   EFSA, 2023a  
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ハマジンチョウ科

(Myoporaceae) 
Myoporum insulare  ミオポルム属   EFSA, 2016, 2018, 2020; 

EPPO GDB, 2025b 
 

ハマジンチョウ科

(Myoporaceae) 
Myoporum laetum  ミオポルム属   EFSA, 2020; Groenteman 

et al., 2015 
 

バラ科

(Rosaceae) 
Fragaria vesca  オランダイチ

ゴ属 
エゾノヘビイチゴ European 

strawberry 
CABI, 2025  

バラ科

(Rosaceae) 
Fragaria vesca 
subsp. californica 

 オランダイチ

ゴ属 
  EFSA, 2020  

バラ科

(Rosaceae) 
Heteromeles 
arbutifolia 

 ヘテロメレス

属 
ヘテロメレス・ア

ルブティフォリア 
toyon Costa et al., 2004; EFSA, 

2016; Merriman, 2001 
 

バラ科

(Rosaceae) 
Prunus sp.  サクラ属   CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2020 
 

バラ科

(Rosaceae) 
Prunus(Prunus 
salicina × Prunus 
angustifolia) × 
(Prunus salicina × 
Prunus munsoniana) 

 サクラ属   EFSA, 2020  

バラ科

(Rosaceae) 
Prunus americana  サクラ属 アメリカスモモ American 

plum 
Costa et al., 2004; EFSA, 
2015, 2016, 2020 

 

バラ科

(Rosaceae) 
Prunus angustifolia  サクラ属  Chickasaw 

plum 
CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020; EPPO GDB, 2025b 

 

バラ科

(Rosaceae) 
Prunus armeniaca  サクラ属 アンズ apricot EFSA, 2016, 2020; EPPO 

GDB, 2025b; Nunney et 
al., 2013 

 

バラ科

(Rosaceae) 
Prunus avium  サクラ属 セイヨウミザクラ sweet 

cherry 
CABI, 2025; EFSA, 2020; 
EPPO GDB, 2025b; 
Nunney et al., 2013 
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バラ科

(Rosaceae) 
Prunus campanulata  サクラ属 カンヒザクラ  EFSA, 2024 追加 

バラ科

(Rosaceae) 
Prunus cerasifera  サクラ属 ミロバランスモモ myrobalan 

plum 
CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020; EPPO GDB, 2025b; 
Nunney et al., 2013 

 

バラ科

(Rosaceae) 
Prunus cerasifera × 
Prunus munsoniana 

 サクラ属   EFSA, 2020  

バラ科

(Rosaceae) 
Prunus cerasifera × 
Prunus salicina 

 サクラ属   EFSA, 2020  

バラ科

(Rosaceae) 
Prunus cerasus  サクラ属 スミノミザクラ sour cherry CABI, 2025; EFSA, 2020; 

EPPO GDB, 2025b 
 

バラ科

(Rosaceae) 
Prunus davidiana  サクラ属 ノモモ 

 
CABI, 2025  

バラ科

(Rosaceae) 
Prunus domestica  サクラ属 セイヨウスモモ common 

plum 
CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020; EPPO GDB, 2025b; 
Nunney et al., 2013 

 

バラ科

(Rosaceae) 
Prunus dulcis P. amygdalus, 

P. communis 
サクラ属 アーモンド almond CABI, 2025; Costa et al., 

2004; EFSA, 2016, 2020; 
EPPO, 2018; EPPO GDB, 
2025b; Krugner et al., 
2012; Merriman, 2001; 
Nunney et al., 2013 

 

バラ科

(Rosaceae) 
Prunus dulcis × 
Prunus webbii 

 サクラ属   EFSA, 2020  

バラ科

(Rosaceae) 
Prunus hortulana  サクラ属   EFSA, 2020  

バラ科

(Rosaceae) 
Prunus laurocerasus  サクラ属 セイヨウバクチノ

キ 
cherry laurel EFSA, 2020  
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バラ科

(Rosaceae) 
Prunus mahaleb  サクラ属 マハレブチェリー mahaleb 

cherry 
CABI, 2025  

バラ科

(Rosaceae) 
Prunus mexicana  サクラ属   EFSA, 2020  

バラ科

(Rosaceae) 
Prunus mume  サクラ属 ウメ Japanese 

apricot 
EFSA, 2015  

バラ科

(Rosaceae) 
Prunus munsoniana  サクラ属  

 
EFSA, 2020  

バラ科

(Rosaceae) 
Prunus persica  サクラ属 モモ peach CABI, 2025; Costa et al., 

2004; EFSA, 2016, 2020; 
EPPO GDB, 2025b; 
Merriman, 2001; Nunney 
et al., 2013 

 

バラ科

(Rosaceae) 
Prunus persica × 
Prunus webbii 

 サクラ属 
  

EFSA, 2020  

バラ科

(Rosaceae) 
Prunus salicina  サクラ属 ニホンスモモ Japanese 

plum 
CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020; EPPO GDB, 2025b 

 

バラ科

(Rosaceae) 
Prunus salicina × 
(Prunus salicina × 
Prunus cerasifera) 

 サクラ属   EFSA, 2020  

バラ科

(Rosaceae) 
Prunus serotina  サクラ属   CABI, 2025; EFSA, 2020; 

EPPO GDB, 2025b 
 

バラ科

(Rosaceae) 
Prunus serrulata  サクラ属 サトザクラ  EFSA, 2020  

バラ科

(Rosaceae) 
Prunus simonii  サクラ属 ベニスモモ  EFSA, 2020  

バラ科

(Rosaceae) 
Prunus simonii × 
Prunus salicina × 

 サクラ属   EFSA, 2020  
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Prunus cerasifera × 
Prunus munsoniana 

バラ科

(Rosaceae) 
Prunus webbii  サクラ属   EFSA, 2020  

バラ科

(Rosaceae) 
Pyracantha coccinea  トキワサンザ

シ属 
トキワサンザシ  EFSA, 2023b  

バラ科

(Rosaceae) 
Pyrus sp.  ナシ属   CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2020 
 

バラ科

(Rosaceae) 
Pyrus pyrifolia 

 
ナシ属 ニホンナシ Japanese 

pear 
EFSA, 2016, 2020; 
Merriman, 2001 

 

バラ科

(Rosaceae) 
Rosa sp.  バラ属   EFSA, 2020  

バラ科

(Rosaceae) 
Rosa californica  バラ属   EFSA, 2016, 2020  

バラ科

(Rosaceae) 
Rosa canina  バラ属 ロサ・カニナ dog rose ANSES, 2017; EFSA, 

2020; EPPO GDB, 2025b 
 

バラ科

(Rosaceae) 
Rosa Cluster-
flowered bush 
hybrids 

 バラ属   EPPO GDB, 2025b  

バラ科

(Rosaceae) 
Rosa floribunda  バラ属   EFSA, 2016  

バラ科

(Rosaceae) 
Rosa multiflora  バラ属 ノイバラ  EPPO GDB, 2025b  

バラ科

(Rosaceae) 
Rubus sp.  キイチゴ属   CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2020; Janse and 
Obradovic, 2010 

 

バラ科

(Rosaceae) 
Rubus fruticosus  キイチゴ属 セイヨウヤブイチ

ゴ 
European 
blackberry 

EFSA, 2016  
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バラ科

(Rosaceae) 
Rubus idaeus  キイチゴ属 ヨーロッパキイチ

ゴ 
European 
raspberry 

EFSA, 2023a  

バラ科

(Rosaceae) 
Rubus procerus R. hedycarpus 

subsp. 
procerus 

キイチゴ属   EFSA, 2015, 2016, 2020; 
EPPO, 2000; EPPO GDB, 
2025b 

 

バラ科

(Rosaceae) 
Rubus rigidus  キイチゴ属   EFSA, 2020  

バラ科

(Rosaceae) 
Rubus trivialis  キイチゴ属  southern 

dewberry 
EFSA, 2015, 2016  

バラ科

(Rosaceae) 
Rubus ulmifolius  キイチゴ属   EFSA, 2023a; EPPO, 

2020; EPPO GDB, 2025b 
 

バラ科

(Rosaceae) 
Rubus ursinus R. vitifolius キイチゴ属  Pacific 

dewberry 
Costello et al., 2017; 
EFSA, 2016, 2020; Freitag, 
1951; Janse and 
Obradovic, 2010 

 

ハンニチバナ科

(Cistaceae) 
Cistus sp.  ゴジアオイ属   EFSA, 2018, 2020; EPPO 

GDB, 2025b 
 

ハンニチバナ科

(Cistaceae) 
Cistus albidus  ゴジアオイ属   EFSA, 2020; EPPO GDB, 

2025b 
 

ハンニチバナ科

(Cistaceae) 
Cistus creticus 

 
ゴジアオイ属   EFSA, 2016, 2020; EPPO 

GDB, 2025b 
 

ハンニチバナ科

(Cistaceae) 
Cistus × incanus  ゴジアオイ属   EFSA, 2020, 2024; EPPO 

GDB, 2025b 
 

ハンニチバナ科

(Cistaceae) 
Cistus inflatus  ゴジアオイ属   EFSA, 2023a  

ハンニチバナ科

(Cistaceae) 
Cistus ladanifer  ゴジアオイ属   EFSA, 2024 追加 
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ハンニチバナ科

(Cistaceae) 
Cistus monspeliensis  ゴジアオイ属   CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2020; EPPO GDB, 2025b 
 

ハンニチバナ科

(Cistaceae) 
Cistus salviifolius  ゴジアオイ属   DGAV, 2020; EFSA, 2020; 

EPPO GDB, 2025b 
 

ハンニチバナ科

(Cistaceae) 
Halimium sp.  ハリミウム属   EFSA, 2024 追加 

ハンニチバナ科

(Cistaceae) 
Halimium calycinum  ハリミウム属   EFSA, 2024 追加 

ハンニチバナ科

(Cistaceae) 
Halimium lasianthum  ハリミウム属   EFSA, 2024 追加 

ハンニチバナ科

(Cistaceae) 
Halimium ocymoides  ハリミウム属   EFSA, 2024 追加 

ヒノキ科

(Cupressaceae) 
Juniperus ashei  ビャクシン属 ユニペルス・アシ

ェイ 
 EFSA, 2016, 2020  

ヒメハギ科

(Polygalaceae) 
Polygala sp.  ヒメハギ属   EFSA, 2018, 2020  

ヒメハギ科

(Polygalaceae) 
Polygala × 
dalmaisiana 

 ヒメハギ属   EFSA, 2020  

ヒメハギ科

(Polygalaceae) 
Polygala × 
grandiflora nana 

 ヒメハギ属   EFSA, 2016, 2018, 2020  

ヒメハギ科

(Polygalaceae) 
Polygala myrtifolia  ヒメハギ属   CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2020; EPPO, 2018; EPPO 
GDB, 2025b; Saponari et 
al., 2014a 

 

ヒユ科

(Amaranthaceae) 
Alternanthera tenella A. ficoidea ツルノゲイト

ウ属 
アルテルナンテ

ラ・テネラ 
 CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2020; EPPO GDB, 2025b 
 

ヒユ科

(Amaranthaceae) 
Amaranthus sp.  ヒユ属   Costello et al., 2017; 

EFSA, 2020 
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ヒユ科

(Amaranthaceae) 
Amaranthus 
retroflexus 

 ヒユ属 アオゲイトウ  CABI, 2025; EFSA, 2020; 
EPPO GDB, 2025b; 
POnTE, 2019a, b 

 

ヒルガオ科

(Convolvulaceae) 
Convolvulus arvensis  セイヨウヒル

ガオ属 
セイヨウヒルガオ field 

bindweed 
CABI, 2025; EFSA, 2020; 
Krugner et al., 2012 

 

ヒルガオ科

(Convolvulaceae) 
Convolvulus 
cneorum 

 セイヨウヒル

ガオ属 

 
 EFSA, 2020; EPPO GDB, 

2025b 
 

ヒルガオ科

(Convolvulaceae) 
Ipomoea fistulosa I. carnea 

subsp. fistulosa 
サツマイモ属 コダチアサガオ  EFSA, 2020; EPPO GDB, 

2025b 
 

ヒルガオ科

(Convolvulaceae) 
Merremia 
macrocalyx 

Distimake 
macrocalyx 

コガネヒルガ

オ属 
メレミア・マクロ

カリクス 
 EFSA, 2020, 2025  

フウロソウ科

(Geraniaceae) 
Erodium  オランダフウ

ロ属 
  Costello et al., 2017; 

EFSA, 2016, 2020 
 

フウロソウ科

(Geraniaceae) 
Erodium botrys  オランダフウ

ロ属 
ナガミオランダフ

ウロ 
 EFSA, 2016; EFSA, 2020; 

Krugner et al., 2012 
 

フウロソウ科

(Geraniaceae) 
Erodium cicutarium  オランダフウ

ロ属 
オランダフウロ 

 
CABI, 2025; EFSA, 2016; 
EFSA, 2020 

 

フウロソウ科

(Geraniaceae) 
Erodium moschatum  オランダフウ

ロ属 
ジャコウオランダ

フウロ 

 
CABI, 2025; EFSA, 2016; 
EFSA, 2020; Krugner et 
al., 2012 

 

フウロソウ科

(Geraniaceae) 
Geranium dissectum  フウロソウ属 オトメフウロ 

 
CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020; Krugner et al., 2012 

 

フウロソウ科

(Geraniaceae) 
Pelargonium spp.  ペラルゴニュ

ーム属 
  EFSA, 2016, 2020  

フウロソウ科

(Geraniaceae) 
Pelargonium × 
hortorum 

 ペラルゴニュ

ーム属 
ハナテンジクアオ

イ 
 EFSA, 2015, 2016, 2020  

フウロソウ科

(Geraniaceae) 
Pelargonium 
fragrans 

 ペラルゴニュ

ーム属 
  EFSA, 2020; EPPO GDB, 

2025b 
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フウロソウ科

(Geraniaceae) 
Pelargonium 
graveolens 

 ペラルゴニュ

ーム属 
ニオイテンジクア

オイ 
rose 
geranium 

ANSES, 2017; EFSA, 
2020; EPPO GDB, 2025b 

 

ブドウ科

(Vitaceae) 
Ampelopsis arborea  ノブドウ属   EFSA, 2016, 2020; Janse 

and Obradovic, 2010; 
Merriman, 2001 

 

ブドウ科

(Vitaceae) 
Ampelopsis 
brevipedunculata 

A. glandulosa 
var. 
brevipeduncula
ta 

ノブドウ属   EFSA, 2016, 2020  

ブドウ科

(Vitaceae) 
Ampelopsis cordata  ノブドウ属   EFSA, 2016, 2020  

ブドウ科

(Vitaceae) 
Ampelopsis 
glandulosa var. 
hancei 

A. 
brevipeduncula
ta var. hancei 

ノブドウ属 テリハノブドウ  EFSA, 2020; Su et al., 
2013 

 

ブドウ科

(Vitaceae) 
Parthenocissus 
quinquefolia 

 ツタ属 バージニアヅタ  EFSA, 2016, 2020; Janse 
and Obradovic, 2010; 
Merriman, 2001 

 

ブドウ科

(Vitaceae) 
Parthenocissus 
tricuspidata 

 ツタ属 ツタ Boston ivy EFSA, 2020; Freitag, 1951  

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis spp.  ブドウ属   CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2020; EPPO GDB, 2025b; 
Krugner et al., 2012; 
Nunney et al., 2013 

 

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis × champinii  ブドウ属   EFSA, 2020  

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis acerifolia  ブドウ属   EFSA, 2020  
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ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis aestivalis  ブドウ属   EFSA, 2016, 2020; EPPO 

GDB, 2025b 
 

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis aestivalis hybrid  ブドウ属   EFSA, 2020  

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis aestivalis var. 
smalliana 

 ブドウ属   EFSA, 2020  

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis aestivalis var. 
smalliana × Vitis 
simpsonii 

 ブドウ属   EFSA, 2020  

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis arizonica  ブドウ属   EFSA, 2020  

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis arizonica × Vitis 
rupestris 

 ブドウ属   EFSA, 2020  

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis arizonica × Vitis 
vinifera 

 ブドウ属   EFSA, 2020  

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis arizonica hybrid  ブドウ属   EFSA, 2020  

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis 
arizonica/candicans 

 ブドウ属   EFSA, 2020  

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis 
arizonica/candicans 
× Vitis rupestris 

 ブドウ属   EFSA, 2020  

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis 
arizonica/girdiana 

 ブドウ属   EFSA, 2020  

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis 
arizonica/girdiana × 
Vitis rupestris 

 ブドウ属   EFSA, 2020  
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ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis berlandieri  ブドウ属   EFSA, 2020  

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis bloodworthiana  ブドウ属   EFSA, 2020  

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis bourquiniana  ブドウ属   EFSA, 2020  

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis californica  ブドウ属   Costello et al., 2017; 

EFSA, 2016; EFSA, 2020; 
Janse and Obradovic, 
2010; Merriman, 2001 

 

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis candicans  ブドウ属   CABI, 2025; EFSA, 2020; 

EPPO GDB, 2025b 
 

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis champinii × 
(Vitis solonis × Vitis 
othello) 

 ブドウ属   EFSA, 2020  

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis cinerea  ブドウ属   EFSA, 2020  

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis cinerea var. 
floridana  

V. simpsonii ブドウ属   EFSA, 2020, 2025  

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis cinerea × Vitis 
berlandieri 

 ブドウ属   EFSA, 2020  

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis cinerea var. 
helleri × Vitis vulpina 

 ブドウ属   EFSA, 2020  

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis girdiana  ブドウ属   EFSA, 2020  

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis labrusca  ブドウ属 アメリカブドウ  CABI, 2025; EFSA, 2016; 

EFSA, 2020; EPPO, 2018; 
EPPO GDB, 2025b 
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ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis labrusca × Vitis 
vinifera 

 ブドウ属   EFSA, 2020  

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis lincecumii  ブドウ属   EFSA, 2020  

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis monticola  ブドウ属   EFSA, 2020  

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis munsoniana  ブドウ属   EFSA, 2020  

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis muscadina  ブドウ属   EFSA, 2020  

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis mustangensis  ブドウ属   EFSA, 2015; EFSA, 2016; 

EFSA, 2016 
 

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis nesbittiana  ブドウ属   EFSA, 2020  

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis palmata  ブドウ属   EFSA, 2020  

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis riparia  ブドウ属   EPPO, 2018; EPPO GDB, 

2025b 
 

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis rotundifolia  ブドウ属  muscadine EFSA, 2020; EPPO GDB, 

2025b 
 

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis rotundifolia × 
Vitis rupestris 

 ブドウ属   EFSA, 2020  

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis rufotomentosa  ブドウ属   EFSA, 2020  

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis rupestris  ブドウ属  sand grape CABI, 2025; EFSA, 2016; 

Janse and Obradovic, 
2010 
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ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis shuttleworthii  ブドウ属   EFSA, 2020  

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis tiliaefolia  ブドウ属   EFSA, 2020  

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis vinifera  ブドウ属 ヨーロッパブドウ European 

grape 
CABI, 2025; Costa et al., 
2004; EFSA, 2016, 2020; 
EPPO, 2018; EPPO GDB, 
2025b; Groenteman et al., 
2015; Janse and 
Obradovic, 2010; Nunney 
et al., 2013 

 

ブドウ科

(Vitaceae) 
Vitis vulpina  ブドウ属   EFSA, 2020  

フトモモ科

(Myrtaceae) 
Callistemon citrinus Melaleuca 

citrina 
マキバブラシ

ノキ属 
ハナマキ crimson 

bottlebrush 
EFSA, 2024 追加 

フトモモ科

(Myrtaceae) 
Eucalyptus sp.  ユーカリノキ

属 
  Costello et al., 2017; 

EFSA, 2020 
 

フトモモ科

(Myrtaceae) 
Eucalyptus 
camaldulensis 

 ユーカリノキ

属 
  EFSA, 2015, 2016, 2020  

フトモモ科

(Myrtaceae) 
Eucalyptus globulus  ユーカリノキ

属 
  EFSA, 2015, 2016, 2020  

フトモモ科

(Myrtaceae) 
Eugenia myrtifolia  ユーゲニア属 ユーゲニア・ミル

ティフォリア 
 EFSA, 2016; Freitag, 1951  

フトモモ科

(Myrtaceae) 
Metrosideros spp.  オオフトモモ

属 
  EFSA, 2015, 2016; 

Nunney et al., 2013 
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フトモモ科

(Myrtaceae) 
Metrosideros excelsa  オオフトモモ

属 
  DGAV, 2020; EFSA, 2018, 

2020, 2025b; Groenteman 
et al., 2015 

 

フトモモ科

(Myrtaceae) 
Metrosideros 
kermadecensis 

 オオフトモモ

属 
  EFSA, 2020; Groenteman 

et al., 2015 
 

フトモモ科

(Myrtaceae) 
Myrtus communis  ギンバイカ属 ギンバイカ myrtle DGAV, 2020; EFSA, 2016, 

2018, 2020; EPPO GDB, 
2025b; FAO, 2019b 

 

フトモモ科

(Myrtaceae) 
Psidium sp.  バンジロウ属   EFSA, 2022  

フトモモ科

(Myrtaceae) 
Syzygium 
paniculatum 

Eugenia 
paniculata 

フトモモ属 シジギウム・パニ

クラツム 

 
EFSA, 2020; EPPO GDB, 
2025b 

  

ブナ科(Fagaceae) Castanea sativa  クリ属 ヨーロッパグリ European 
chestnut 

EFSA, 2023b; EPPO 
GDB, 2025b 

 

ブナ科(Fagaceae) Fagus crenata  ブナ属 ブナ Japanese 
beech 

CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020 

 

ブナ科(Fagaceae) Quercus spp.  コナラ属   CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020; Merriman, 2001 

 

ブナ科(Fagaceae) Quercus agrifolia  コナラ属   Costa et al., 2004; Costello 
et al., 2017; EFSA, 2020; 
Janse and Obradovic, 
2010 

 

ブナ科(Fagaceae) Quercus alba  コナラ属  white oak CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020 

 

ブナ科(Fagaceae) Quercus cerris  コナラ属  Turkey oak EFSA, 2023c  

ブナ科(Fagaceae) Quercus coccinea  コナラ属  scarlet oak CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020; Harris et al., 2014 
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ブナ科(Fagaceae) Quercus falcata  コナラ属   Barnard, 1998; CABI, 
2025; EFSA, 2016, 2020 

 

ブナ科(Fagaceae) Quercus ilex  コナラ属 セイヨウヒイラギ

ガシ 
 EFSA, 2020  

ブナ科(Fagaceae) Quercus imbricaria  コナラ属   EFSA, 2016, 2020  

ブナ科(Fagaceae) Quercus incana  コナラ属   Barnard, 1998; EFSA, 
2020 

 

ブナ科(Fagaceae) Quercus laevis  コナラ属   Barnard, 1998; CABI, 
2025; EFSA, 2020; 
Nunney et al., 2013 

 

ブナ科(Fagaceae) Quercus laurifolia  コナラ属   Barnard, 1998; CABI, 
2025; EFSA, 2016, 2020 

 

ブナ科(Fagaceae) Quercus lobata  コナラ属   EFSA, 2013, 2015, 2016; 
Janse and Obradovic, 
2010 

 

ブナ科(Fagaceae) Quercus macrocarpa  コナラ属  bur oak CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020; Harris et al., 2014 

 

ブナ科(Fagaceae) Quercus nigra  コナラ属   Barnard, 1998; CABI, 
2025; EFSA, 2015, 2016, 
2020 

 

ブナ科(Fagaceae) Quercus 
orocantabrica 

 コナラ属   EFSA, 2025 追加 

ブナ科(Fagaceae) Quercus palustris  コナラ属 アメリカガシワ pin oak CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020; EPPO GDB, 2025b; 
Harris et al., 2014; Nunney 
et al., 2013 

 

ブナ科(Fagaceae) Quercus phellos  コナラ属    CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020; Harris et al., 2014 
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ブナ科(Fagaceae) Quercus michauxii Q. prinus コナラ属   EFSA, 2024 追加 

ブナ科(Fagaceae) Quercus pubescens  コナラ属   EFSA, 2023a; EPPO 
GDB, 2025b 

 

ブナ科(Fagaceae) Quercus pyrenaica  コナラ属   EFSA, 2023b; EPPO 
GDB, 2025b 

 

ブナ科(Fagaceae) Quercus robur  コナラ属 イギリスナラ English oak DGAV, 2020; EFSA, 2020  

ブナ科(Fagaceae) Quercus rubra  コナラ属 アカガシワ red oak CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020; EPPO GDB, 2025b; 
Harris et al., 2014; Nunney 
et al., 2013 

 

ブナ科(Fagaceae) Quercus shumardii  コナラ属   EFSA, 2020  

ブナ科(Fagaceae) Quercus suber  コナラ属 コルクガシ cork oak DGAV, 2020; EFSA, 2020; 
EPPO GDB, 2025b 

 

ブナ科(Fagaceae) Quercus velutina  コナラ属  black oak CABI, 2025; EFSA, 2015, 
2016, 2020 

 

ブナ科(Fagaceae) Quercus virginiana  コナラ属   Barnard, 1998; EFSA, 
2016, 2020 

 

マツ科(Pinaceae) Pinus taeda  マツ属 テーダマツ loblolly pine EFSA, 2016, 2020  

マツムシソウ科

(Dipsacaceae) 
Scabiosa sp.  マツムシソウ

属 
  EFSA, 2022  

マツムシソウ科

(Dipsacaceae) 
Scabiosa 
atropurpurea var. 
maritima 

 マツムシソウ

属 

 
 EFSA, 2023a  

マメ科

(Leguminosae) 
Acacia sp.  アカシア属   EFSA, 2020  

マメ科

(Leguminosae) 
Acacia cultriformis 

 
アカシア属 サンカクバアカシ

ア 
 EFSA, 2023a; EPPO 

GDB, 2025b 
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マメ科

(Leguminosae) 
Acacia dealbata  アカシア属 フサアカシア mimosa ANSES, 2017; EFSA, 

2020; EPPO GDB, 2025b 
 

マメ科

(Leguminosae) 
Acacia longifolia  アカシア属 ナガバアカシア  DGAV, 2020; EFSA, 2016, 

2020; Freitag, 1951 
 

マメ科

(Leguminosae) 
Acacia melanoxylon  アカシア属   EFSA, 2023a  

マメ科

(Leguminosae) 
Acacia saligna  アカシア属   CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2020; EPPO GDB, 2025b 
 

マメ科

(Leguminosae) 
Adenocarpus sp.  アデノカルプ

ス属 
  EFSA, 2024 追加 

マメ科

(Leguminosae) 
Adenocarpus lainzii A. complicatus 

subsp. lainzii 
アデノカルプ

ス属 
アデノカルプス・

ラインジイ 
 EFSA, 2022  

マメ科

(Leguminosae) 
Albizia julibrissin  ネムノキ属 アルビジア・ユリ

ブリッシン（ネム

ノキ） 

silk tree CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020 

 

マメ科

(Leguminosae) 
Anthyllis barba-jovis  アンティリス

属 
  EFSA, 2023a  

マメ科

(Leguminosae) 
Anthyllis hermanniae  アンティリス

属 
アンティリス・ヘ

ルマニアエ 
 ANSES, 2017; EFSA, 

2020; EPPO GDB, 2025b 
 

マメ科

(Leguminosae) 
Calicotome sp.  カリコトメ属   EFSA, 2020; EPPO GDB, 

2025b 
 

マメ科

(Leguminosae) 
Calicotome spinosa Cytisus 

spinosus 
カリコトメ属   EFSA, 2018, 2020; EPPO 

GDB, 2025b; EPPO, 2019 
 

マメ科

(Leguminosae) 
Calicotome villosa  カリコトメ属   EFSA, 2020; EPPO GDB, 

2025b 
 

マメ科

(Leguminosae) 
Cercis canadensis  ハナズオウ属 アメリカハナズオ

ウ 
 EFSA, 2016, 2020; 

Nunney et al., 2013 
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マメ科

(Leguminosae) 
Cercis occidentalis  ハナズオウ属   CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2020; Nunney et al., 2013 
 

マメ科

(Leguminosae) 
Cercis siliquastrum  ハナズオウ属 セイヨウズオウ  ANSES, 2017; EFSA, 

2020; EPPO GDB, 2025b 
 

マメ科

(Leguminosae) 
Chamaecrista 
fasciculata 

  カワラケツメ

イ属 
カマエクリスタ・

ファスキクラタ 

 
EFSA, 2016, 2020  

マメ科

(Leguminosae) 
Coronilla valentina 

 
コロニラ属   EFSA, 2016, 2018, 2020; 

EPPO GDB, 2025b 
 

マメ科

(Leguminosae) 
Coronilla valentina 
subsp. glauca 

 コロニラ属   EFSA, 2018, 2020; EPPO 
GDB, 2025b 

 

マメ科

(Leguminosae) 
Cytisus sp.  エニシダ属   EFSA, 2020  

マメ科

(Leguminosae) 
Cytisus multiflorus  エニシダ属 シロバナエニシダ  EFSA, 2024 追加 

マメ科

(Leguminosae) 
Cytisus scoparius  エニシダ属 エニシダ  DGAV, 2020; EFSA, 2018, 

2020; EPPO GDB, 2025b; 
FAO, 2019b 

 

マメ科

(Leguminosae) 
Cytisus striatus  エニシダ属   EFSA, 2024 追加 

マメ科

(Leguminosae) 
Cytisus villosus  エニシダ属   ANSES, 2017; EFSA, 

2020; EPPO GDB, 2025b 
 

マメ科

(Leguminosae) 
Echinospartum 
lusitanicum 

    EFSA, 2024 追加 
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マメ科

(Leguminosae) 
Genista spp.  ヒトツバエニ

シダ属 
  EFSA, 2018, 2020 

 

マメ科

(Leguminosae) 
Genista balearica G. valdes-

bermejoi 
ヒトツバエニ

シダ属 
  EFSA, 2023b; EPPO 

GDB, 2025b 
 

マメ科

(Leguminosae) 
Genista corsica  ヒトツバエニ

シダ属 
  ANSES, 2017; EFSA, 

2020; EPPO GDB, 2025b 
 

マメ科

(Leguminosae) 
Genista ephedroides  ヒトツバエニ

シダ属 
  EFSA, 2016, 2018, 2020; 

EPPO GDB, 2025b; FAO, 
2019b 

 

マメ科

(Leguminosae) 
Genista hirsuta  ヒトツバエニ

シダ属 
  EFSA, 2023a; EPPO 

GDB, 2025b 
 

マメ科

(Leguminosae) 
Genista lucida  ヒトツバエニ

シダ属 
  EFSA, 2018, 2020; EPPO, 

2019 
 

マメ科

(Leguminosae) 
Genista 
monspessulana 

Teline 
monspessulan
a 

ヒトツバエニ

シダ属 
  EFSA, 2013, 2015, 2016; 

Janse and Obradovic, 
2010; Merriman, 2001 

 

マメ科

(Leguminosae) 
Genista scorpius 

 
ヒトツバエニ

シダ属 
  EFSA, 2023a  

マメ科

(Leguminosae) 
Genista spachiana Cytisus 

racemosus 
ヒトツバエニ

シダ属 
  EFSA, 2016, 2018, 2020; 

EPPO GDB, 2025b; FAO, 
2019b 

 

マメ科

(Leguminosae) 
Genista triacanthos  ヒトツバエニ

シダ属 
  EFSA, 2023b; EPPO 

GDB, 2025b 
 

マメ科

(Leguminosae) 
Genista tricuspidata  ヒトツバエニ

シダ属 
  EPPO GDB, 2025b  

マメ科

(Leguminosae) 
Genista tridentata Pterospartum 

tridentatum 
ヒトツバエニ

シダ属 
  DGAV, 2020  
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マメ科

(Leguminosae) 
Gleditsia triacanthos  サイカチ属 アメリカサイカチ honey locust EFSA, 2016, 2020; EPPO 

GDB, 2025b 
 

マメ科

(Leguminosae) 
Lupinus aridorum  ルピヌス属   EFSA, 2016, 2018, 2020  

マメ科

(Leguminosae) 
Lupinus villosus  ルピヌス属   EFSA, 2016, 2018, 2020  

マメ科

(Leguminosae) 
Medicago spp.  ウマゴヤシ属   CABI, 2025  

マメ科

(Leguminosae) 
Medicago arborea  ウマゴヤシ属   EFSA, 2020; EPPO GDB, 

2025b 
 

マメ科

(Leguminosae) 
Medicago 
polymorpha 

 
ウマゴヤシ属 ウマゴヤシ  CABI, 2025; De Coll et al., 

2000; EFSA, 2020; EPPO 
GDB, 2025b; Krugner et 
al., 2012 

 

マメ科

(Leguminosae) 
Medicago sativa  ウマゴヤシ属 アルファルファ alfalfa CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2018, 2020; EPPO GDB, 
2025b; Krugner et al., 2012 

 

マメ科

(Leguminosae) 
Melilotus sp.  シナガワハギ

属 
  EFSA, 2020  

マメ科

(Leguminosae) 
Neptunia lutea  ネプツニア属 ネプツニア・ルテ

ア 
 EFSA, 2016, 2020  

マメ科

(Leguminosae) 
Retama 
monosperma 

Genista 
monosperma, 
Spartium 
monospermum 

レタマ属 レタマ  EFSA, 2023a; EPPO 
GDB, 2025b 

 

マメ科

(Leguminosae) 
Robinia 
pseudoacacia 

 
ハリエンジュ

属 
ハリエンジュ 

 
EFSA, 2020; EPPO GDB, 
2025b 
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マメ科

(Leguminosae) 
Senna obtusifolia 

 
センナ属（カ

ッシア属） 
エビスグサ  CABI, 2025; EPPO GDB, 

2025b; Lopes et al., 2003 
 

マメ科

(Leguminosae) 
Senna tora Cassia tora センナ属（カ

ッシア属） 
コエビスグサ  CABI, 2025; EFSA, 2016; 

EPPO GDB, 2025b 
 

マメ科

(Leguminosae) 
Sophora secundiflora  クララ属 ソフォラ・セクン

ディフロラ 
 EFSA, 2020  

マメ科

(Leguminosae) 
Spartium sp.  スパルティウ

ム属 
  EPPO, 2018, 2020; EPPO 

GDB, 2025b 
 

マメ科

(Leguminosae) 
Spartium junceum  スパルティウ

ム属 
レダマ  CABI, 2025; Costa et al., 

2004; EFSA, 2016, 2020; 
EPPO GDB, 2025b 

 

マメ科

(Leguminosae) 
Trifolium spp.  シャジクソウ

属 
  CABI, 2025  

マメ科

(Leguminosae) 
Trifolium incarnatum  シャジクソウ

属 
ベニバナツメクサ crimson 

clover 
EFSA, 2020  

マメ科

(Leguminosae) 
Trifolium repens  シャジクソウ

属 
シロツメクサ white clover EFSA, 2020  

マメ科

(Leguminosae) 
Trifolium repens var. 
latum 

 シャジクソウ

属 
  EFSA, 2015  

マメ科

(Leguminosae) 
Ulex sp.  ハリエニシダ

属 
  EFSA, 2023a  

マメ科

(Leguminosae) 
Ulex europaeus  ハリエニシダ

属 
ハリエニシダ  DGAV, 2020; EFSA, 2020; 

EPPO GDB, 2025b 
 

マメ科

(Leguminosae) 
Ulex micranthus  ハリエニシダ

属 
  EFSA, 2023b  

マメ科

(Leguminosae) 
Ulex minor  ハリエニシダ

属 
  EFSA, 2020; EPPO GDB, 

2025b 
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マメ科

(Leguminosae) 
Ulex parviflorus  ハリエニシダ

属 
  EFSA, 2023a  

マメ科

(Leguminosae) 
Vicia ludoviciana  ソラマメ属 ウィキア・ルドウ

ィキアナ 
 EFSA, 2020  

マメ科

(Leguminosae) 
Wisteria frutescens  フジ属 アメリカフジ  EFSA, 2020  

マンサク科

(Hamamelidacea
e) 

Liquidambar 
styraciflua 

 フウ属 モミジバフウ sweet gum CABI, 2024; EFSA, 2016, 
2020; EPPO GDB, 2025b; 
Harris et al., 2014; Nunney 
et al., 2013 

 

ミカン科

(Rutaceae) 
Citrus spp.  ミカン属   CABI, 2025; Costa et al., 

2004; EFSA, 2020; EPPO, 
2018; EPPO GDB, 2025b; 
Merriman, 2001; 
Minsavage et al., 1994 

 

ミカン科

(Rutaceae) 
Citrus × limonia  ミカン属 ヒメレモン  EFSA, 2020  

ミカン科

(Rutaceae) 
Citrus × nobilis  ミカン属 タンゴール tangor EFSA, 2020  

ミカン科

(Rutaceae) 
Citrus × tangelo  ミカン属 タンジェロ tangelo EFSA, 2020  

ミカン科

(Rutaceae) 
Citrus aurantiifolia  ミカン属 メキシカンライム Mexican 

lime 
EFSA, 2020  

ミカン科

(Rutaceae) 
Citrus aurantium  ミカン属 サワーオレンジ sour orange EFSA, 2020  

ミカン科

(Rutaceae) 
Citrus celebica  ミカン属 セレベスパペダ  EFSA, 2020  
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ミカン科

(Rutaceae) 
Citrus clementina  ミカン属 クレメンティン clementine EFSA, 2020  

ミカン科

(Rutaceae) 
Citrus clementina × 
Citrus sinensis 

 ミカン属   EFSA, 2020  

ミカン科

(Rutaceae) 
Citrus deliciosa × 
Citrus sinensis 

 ミカン属   EFSA, 2020  

ミカン科

(Rutaceae) 
Citrus hystrix  ミカン属 コブミカン makrut lime  CABI, 2025  

ミカン科

(Rutaceae) 
Citrus jambhiri  ミカン属 ラフレモン rough lemon EFSA, 2020  

ミカン科

(Rutaceae) 
Citrus latifolia  ミカン属 タヒチライム Persian lime CABI, 2025  

ミカン科

(Rutaceae) 
Citrus limon  ミカン属 レモン lemon CABI, 2025; Costa et al., 

2004; EFSA, 2016, 2020 
 

ミカン科

(Rutaceae) 
Citrus macrophylla  ミカン属 

 
alemow EFSA, 2020  

ミカン科

(Rutaceae) 
Citrus medica  ミカン属 シトロン citron EFSA, 2020  

ミカン科

(Rutaceae) 
Citrus natsudaidai  ミカン属 ナツミカン 

 
EFSA, 2020  

ミカン科

(Rutaceae) 
Citrus paradisi  ミカン属 グレープフルーツ grapefruit EFSA, 2020  

ミカン科

(Rutaceae) 
Citrus reshni  ミカン属  Cleopatra 

mandarin 
EFSA, 2020  

ミカン科

(Rutaceae) 
Citrus reticulata  ミカン属 マンダリン mandarin 

orange 
CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020 

 

ミカン科

(Rutaceae) 
Citrus reticulata × C. 
paradisi 

 ミカン属   CABI, 2025  
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ミカン科

(Rutaceae) 
Citrus sinensis  ミカン属 スウィートオレン

ジ 
sweet 
orange 

CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020; EPPO GDB, 2025b; 
Janse and Obradovic, 
2010 

 

ミカン科

(Rutaceae) 
Citrus sunki  ミカン属 スンキ  EFSA, 2015  

ミカン科

(Rutaceae) 
Citrus tangerina  ミカン属 オオベニミカン  EFSA, 2020  

ミカン科

(Rutaceae) 
Citrus unshiu  ミカン属 ウンシュウミカン Satsuma 

mandarin 
EFSA, 2020  

ミカン科

(Rutaceae) 
Coleonema album  コレオネマ属   EFSA, 2024 追加 

ミカン科

(Rutaceae) 
Fortunella spp.  キンカン属   EPPO, 2018  

ミカン科

(Rutaceae) 
Melicope ternata  アワダン属 メリコペ・テルナ

タ 
 EFSA, 2020; Groenteman 

et al., 2015 
 

ミカン科

(Rutaceae) 
Poncirus trifoliata Citrus trifoliata カラタチ属 カラタチ trifoliate 

orange 
EPPO GDB, 2025b  

ミカン科

(Rutaceae) 
Ruta chalepensis  ヘンルーダ属 コヘンルーダ 

 
EFSA, 2022  

ミカン科

(Rutaceae) 
Ruta graveolens  ヘンルーダ属 ヘンルーダ common 

rue 
EFSA, 2023a  

ミズキ科

(Cornaceae) 
Cornus florida  ミズキ属 アメリカヤマボウ

シ 

 
CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020 

 

ミズキ科

(Cornaceae) 
Cornus sanguinea  ミズキ属   EFSA, 2023c  

ミズキ科

(Cornaceae) 
Corokia sp.  コロキア属   EFSA, 2020  
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ミズキ科

(Cornaceae) 
Corokia cotoneaster  コロキア属   EFSA, 2020; Groenteman 

et al., 2015 
 

ミズキ科

(Cornaceae) 
Corokia macrocarpa  コロキア属   EFSA, 2020; Groenteman 

et al., 2015 
 

ミソハギ科

(Lythraceae) 
Lagerstroemia sp.  サルスベリ属   EFSA, 2018, 2020  

ミソハギ科

(Lythraceae) 
Lagerstroemia indica  サルスベリ属 サルスベリ  CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2020 
 

ムクロジ科

(Sapindaceae) 
Alectryon excelsus  アレクトリオ

ン属 
アレクトリオン・

エクスケルスス 
 EFSA, 2020; Groenteman 

et al., 2015 
 

ムクロジ科

(Sapindaceae) 
Dodonaea viscosa  ハウチワノキ

属 
ハウチワノキ hopbush DGAV, 2020; EFSA, 2018, 

2020; EPPO GDB, 2025b; 
FAO, 2019b 

 

ムクロジ科

(Sapindaceae) 
Koelreuteria 
bipinnata 

 モクゲンジ属 フクワバモクゲン

ジ 
 EFSA, 2016, 2018, 2020  

ムクロジ科

(Sapindaceae) 
Sapindus saponaria  ムクロジ属 サピンドゥス・サ

ポナリア 
 EFSA, 2016, 2020  

ムラサキ科

(Boraginaceae) 
Echium 
plantagineum 

E. lycopsis エキウム属 エキウム・プラン

タギネウム（シャ

ゼンムラサキ） 

 EFSA, 2022  

ムラサキ科

(Boraginaceae) 
Heliotropium 
europaeum 

 キダチルリソ

ウ属 
ヨウシュキダチル

リソウ 
 EFSA, 2020; EPPO GDB, 

2025b 
 

ムラサキ科

(Boraginaceae) 
Heliotropium 
fruticosum 

 キダチルリソ

ウ属 
  EFSA, 2020  

ムラサキ科

(Boraginaceae) 
Heliotropium indicum  キダチルリソ

ウ属 
ナンバンルリソウ  EFSA, 2020  
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メギ科

(Berberidaceae) 
Berberis thunbergii  メギ属 メギ Japanese 

barberry 
EFSA, 2023a  

メギ科

(Berberidaceae) 
Nandina domestica  ナンテン属 ナンテン heavenly 

bamboo 
CABI, 2025; EFSA, 2020  

モクセイ科

(Oleaceae) 
Chionanthus sp.  ヒトツバタゴ

属 
  EFSA, 2020  

モクセイ科

(Oleaceae) 
Chionanthus retusus  ヒトツバタゴ

属 
ヒトツバタゴ  CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2020 
 

モクセイ科

(Oleaceae) 
Fraxinus sp.  トネリコ属   EFSA, 2020  

モクセイ科

(Oleaceae) 
Fraxinus americana  トネリコ属 アメリカトネリコ white ash EFSA, 2016, 2020   

モクセイ科

(Oleaceae) 
Fraxinus angustifolia  トネリコ属 ホソバトネリコ  EFSA, 2020; EPPO GDB, 

2025b 
 

モクセイ科

(Oleaceae) 
Fraxinus dipetala  トネリコ属   EFSA, 2016, 2020  

モクセイ科

(Oleaceae) 
Fraxinus excelsior  トネリコ属 セイヨウトネリコ European 

ash 
EFSA, 2023c  

モクセイ科

(Oleaceae) 
Fraxinus latifolia  トネリコ属   EFSA, 2015  

モクセイ科

(Oleaceae) 
Fraxinus 
pennsylvanica 

 トネリコ属 ビロウドトネリコ 
 

EFSA, 2016, 2020; 
Nunney et al., 2013 

 

モクセイ科

(Oleaceae) 
Ligustrum lucidum  イボタノキ属 トウネズミモチ  CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2020 
 

モクセイ科

(Oleaceae) 
Ligustrum sinense  イボタノキ属 シナイボタ  EFSA, 2020; EPPO GDB, 

2025b 
 

モクセイ科

(Oleaceae) 
Olea sp.  オリーブ属   EFSA, 2018, 2020  
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モクセイ科

(Oleaceae) 
Olea europaea  オリーブ属 オリーブ olive Costa et al., 2004; DGAV, 

2020; EFSA, 2016, 2020; 
EPPO, 2018; EPPO GDB, 
2025b; Krugner et al., 
2014; Nunney et al., 2013 

 

モクセイ科

(Oleaceae) 
Olea europaea 
subsp. europaea 

 オリーブ属  
 

CABI, 2025  

モクセイ科

(Oleaceae) 
Olea europaea 
subsp. sylvestris 

 オリーブ属   EFSA, 2020  

モクセイ科

(Oleaceae) 
Phillyrea angustifolia  フィリレア属   EFSA, 2023a  

モクセイ科

(Oleaceae) 
Phillyrea latifolia  フィリレア属 フィリレア・ラテ

ィフォーリア 
 EFSA, 2020; EPPO GDB, 

2025b 
 

モクセイ科

(Oleaceae) 
Syringa vulgaris  ハシドイ属 ムラサキハシドイ lilac EFSA, 2023a  

モクレン科

(Magnoliaceae) 
Liriodendron tulipifera  ユリノキ属 ユリノキ tulip tree CABI, 2025; EFSA, 2016, 

2020; Harris et al., 2014 
 

モクレン科

(Magnoliaceae) 
Magnolia grandiflora  モクレン属 タイサンボク southern 

magnolia 
CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020 

 

モクレン科

(Magnoliaceae) 
Magnolia × 
soulangeana 

 モクレン属 ソコベニハクモク

レン 
 EFSA, 2023a  

モチノキ科

(Aquifoliaceae) 
Ilex aquifolium  モチノキ属 セイヨウヒイラギ English holly DGAV, 2020; EFSA, 2020; 

EPPO GDB, 2025b 
 

モチノキ科

(Aquifoliaceae) 
Ilex vomitoria  モチノキ属 ヤポンノキ  CABI, 2025; EFSA, 2015, 

2016, 2020 
 

ヤシ科(Palmae) Phoenix sp.  ナツメヤシ属   EFSA, 2020  

ヤシ科(Palmae) Phoenix reclinata  ナツメヤシ属 セネガルヤシ  CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020 
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ヤシ科(Palmae) Phoenix roebelenii  ナツメヤシ属 シンノウヤシ  CABI, 2025; EFSA, 2016, 
2020 

 

ヤナギ科

(Salicaceae) 
Salix spp.  ヤナギ属   CABI, 2025; Costa et al., 

2004; Costello et al., 2017; 
EFSA, 2016, 2020 

 

ヤナギ科

(Salicaceae) 
Salix atrocinerea  ヤナギ属   EFSA, 2024 追加 

ヤナギ科

(Salicaceae) 
Salix laevigata  ヤナギ属   EFSA, 2015  

ヤナギ科

(Salicaceae) 
Salix lasiolepis  ヤナギ属 サリックス・ラシ

オレピス 
 EFSA, 2015  

ヤマモガシ科

(Proteaceae) 
Grevillea juniperina  シノブノキ属 グレヴィレア・ユ

ニペリナ 
 EFSA, 2016, 2018, 2020; 

EPPO GDB, 2025b; FAO, 
2019b 

 

ヤマモガシ科

(Proteaceae) 
Grevillea 
rosmarinifolia 

 シノブノキ属   EFSA, 2023b  

ユキノシタ科

(Saxifragaceae) 
Escallonia 
montevidensis 

E. bifida エスカロニア

属 
エスカロニア・モ

ンテビデンシス 
 EFSA, 2016, 2020; EPPO 

GDB, 2025b 
 

ユキノシタ科

(Saxifragaceae) 
Hydrangea 
paniculata 

 アジサイ属 ノリウツギ  EFSA, 2016, 2020  

ユリ科(Liliaceae) Asparagus acutifolius  アスパラガス

属 
アスパラガス・ア

クティフォリウス 
 DGAV, 2020; EFSA, 2016, 

2018, 2020; EPPO GDB, 
2025b 

 

ユリ科(Liliaceae) Hemerocallis spp.  ワスレグサ属   CABI, 2025; EFSA, 2013, 
2015, 2016, 2020 

 

ユリ科(Liliaceae) Phormium colensoi P. cookianum フォルミウム

属 
  EFSA, 2020; Groenteman 

et al., 2015 
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ユリ科(Liliaceae) Phormium tenax  フォルミウム

属 
ニューサイラン  EFSA, 2020; Groenteman 

et al., 2015 
 

リュウゼツラン科

(Agavaceae) 
Cordyline spp.  センネンボク

属 
  EFSA, 2020; Groenteman 

et al., 2015 
 

リュウゼツラン科

(Agavaceae) 
Cordyline australis  センネンボク

属 
ニオイシュロラン  EFSA, 2020; Groenteman 

et al., 2015 
 

 
注）備考欄の「追加」は、宿主植物として令和８（2026）年２月24日改訂時に追加した種。 
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別紙３ 
 

Xylella fastidiosa の宿主植物に関連する経路の年間輸入検査量 
（発生国からの貨物、郵便物及び携帯品） 

 
（１） 栽植用植物 

単位（数量）：本 

植物名 生産国 
  2022   2023   2024 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 

Acacia dealbata(ﾌｻｱ

ｶｼｱ) 
ﾌﾗﾝｽ         7 327 

Acacia(ｱｶｼｱ属) ﾌﾗﾝｽ         28 269 
Alternanthera(ｱﾙﾀｰﾅ

ﾝｾﾗ属(水草)) 
台湾 1 10         

Artemisia(ﾖﾓｷﾞ属(地
上部)) 

ｲｽﾗｴﾙ 1 100         
ｺﾛﾝﾋﾞｱ 2 200     1 200 

Artemisia(ﾖﾓｷﾞ属) 
ｲｽﾗｴﾙ 7 5,355 2 612     
米国     1 20     

Catharanthus(ﾆﾁﾆﾁｿ

ｳ属(地上部)) 
ｺｽﾀﾘｶ     1 7,000 2 1,805 

Cercis canadensis(ｱ
ﾒﾘｶﾊﾅｽﾞｵｳ) 

ｲｽﾗｴﾙ 1 390 1 590     
米国     2 10     

Clematis(ｸﾚﾏﾃｨｽ属

(ｾﾝﾆﾝｿｳ属)) 
台湾         5 11 

Coprosma(ｺﾌﾟﾛｽﾏ属

(地上部)) 
ｲｽﾗｴﾙ 1 400 1 400 1 400 

Cordyline(ｾﾝﾈﾝﾎﾞｸ属

(水草)) 
台湾 1 20         

Cordyline(ｾﾝﾈﾝﾎﾞｸ

属) 
米国 2 1,224         

Cynodon dactylon(ｷﾞ

ｮｳｷﾞｼﾊﾞ(ﾊﾞｰﾐｭﾀﾞｸﾞﾗ

ｽ)) 
米国 1 5,307,300 1 6,660,000 1 100,000 

Cyperus(ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ属

(地上部)) 
ｲｽﾗｴﾙ     1 100 1 100 

Elaeagnus(ｸﾞﾐ属) 米国         1 32 

Erodium(ｵﾗﾝﾀﾞﾌｳﾛ属

(地上部)) 
ｲｽﾗｴﾙ 2 1,100 7 1,500 3 1,000 

Erysimum(ｴﾘｼﾑﾑ属

(地上部)) 
ｲｽﾗｴﾙ 1 200     4 800 

Ficus carica(ｲﾁｼﾞｸ(地
上部)) 

ｲﾀﾘｱ     4 158     
米国 22 188 40 479 157 1,197 

Ficus carica(ｲﾁｼﾞｸ) 
ｲﾀﾘｱ     1 3     
ﾌﾗﾝｽ         1 49 
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米国 2 66 25 167 11 280 

Gazania rigens(ｶﾞｻﾞﾆ

ｱ・ﾘｹﾞﾝｽ(地上部)) 
ｽﾍﾟｲﾝ         11 380 

Grevillea(ｸﾞﾚﾋﾞﾚｱ属) 米国 16 1,292         

Helianthus annuus(ﾋ
ﾏﾜﾘ(地上部)) 

ｲｽﾗｴﾙ 1 200 1 200 10 3,950 
ｺｽﾀﾘｶ     1 50     

Helianthus(ﾋﾏﾜﾘ属

(地上部)) 
ｺﾛﾝﾋﾞｱ         1 600 

Helichrysum 
italicum(ﾍﾘｸﾘｽﾑ･ｲﾀﾘ

ｸﾑ) 
ｲｽﾗｴﾙ 1 153         

Helichrysum 
stoechas(ﾍﾘｸﾘｽﾑ･ｽﾄ

ｴｶｽ(地上部)) 
ｽﾍﾟｲﾝ         3 60 

Helichrysum(ﾍﾘｸﾘｽﾑ

（ﾑｷﾞﾜﾗｷﾞｸ）属(地上

部)) 
ｲｽﾗｴﾙ 2 600         

Helichrysum(ﾍﾘｸﾘｽﾑ

（ﾑｷﾞﾜﾗｷﾞｸ）属) 
ｲｽﾗｴﾙ 3 459         

Heliotropium(ｷﾀﾞﾁﾙﾘ

ｿｳ属(地上部)) 
ｺｽﾀﾘｶ 8 20,300     1 50 

Hemerocallis(ﾜｽﾚｸﾞｻ

属) 
米国 1 15 8 8 36 36 

Hibiscus rosa-
sinensis(ﾌﾞｯｿｳｹﾞ(地
上部)) 

台湾 1 3,120         

Hibiscus rosa-
sinensis(ﾌﾞｯｿｳｹﾞ) 

台湾         1 8 
米国     7 6,904     

Hibiscus syriacus(ﾑｸ

ｹﾞ) 
ﾌﾗﾝｽ         2 100 

Hydrangea 
paniculata(ﾉﾘｳﾂｷﾞ) 

米国     1 1,520 2 18,032 

Hypericum 
perforatum(=Hyperic
um officinale)(ﾋﾍﾟﾘｸ

ﾑ･ﾍﾟﾙﾌｫﾗﾂﾑ(地上部)) 

ｲｽﾗｴﾙ 12 1,200         

Lagerstroemia 
indica(ｻﾙｽﾍﾞﾘ) 

ｲｽﾗｴﾙ     27 432 1 15 
米国 3 4,560 8 4,398     

Lagerstroemia(ｻﾙｽﾍﾞ

ﾘ属) 
米国     4 917     

Laurus nobilis(ｹﾞｯｹｲ

ｼﾞｭ) 
ｲﾀﾘｱ     2 50 1 5,250 

Lavandula(ﾗｳｧﾝﾄﾞｩﾗ

(ﾗﾊﾞﾝｼﾞｭﾗ)属(地上

部)) 

ｲｽﾗｴﾙ 40 40,000 21 18,800     
ｺﾛﾝﾋﾞｱ 5 15,800 19 22,450 5 21,600 
ｽﾍﾟｲﾝ 2 700 4 100 8 315 
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Lavandula(ﾗｳｧﾝﾄﾞｩﾗ

(ﾗﾊﾞﾝｼﾞｭﾗ)属) 

ｲｽﾗｴﾙ 21 5,386 13 7,551     
ｽﾍﾟｲﾝ 5 260 2 200     
米国         1 1 

Magnolia(ﾓｸﾚﾝ属) 
台湾     3 110     
米国         1 4 

Morus(ｸﾜ属) 台湾         1 150 
Olea europaea(ｵﾘｰﾌﾞ 
盆栽) 

ｲﾀﾘｱ     1 37     

Olea europaea(ｵﾘｰﾌﾞ

(地上部)) 
ｽﾍﾟｲﾝ     1 19     

Olea europaea(ｵﾘｰ

ﾌﾞ) 
ｲﾀﾘｱ 29 25,693 38 7,650 6 5,344 
ｽﾍﾟｲﾝ 12 456 31 556 38 1,904 

Olea(ｵﾘｰﾌﾞ属) ｲﾀﾘｱ 1 22         
Osteospermum(ｵｽﾃ

ｵｽﾍﾟﾙﾑﾑ属(地上部)) 
ｲﾀﾘｱ 1 70         

Pelargonium(ﾍﾟﾗﾙｺﾞﾆ

ｭｰﾑ属(地上部)) 
ｲｽﾗｴﾙ 2 800 1 2,600 1 1,000 
ﾒｷｼｺ         63 53,800 

Pelargonium(ﾍﾟﾗﾙｺﾞﾆ

ｭｰﾑ属) 
南ｱﾌﾘｶ 12 814 3 200 7 558 
米国 1 19         

Persea americana(ｱ
ﾎﾞｶﾄﾞ(地上部)) 

米国 1 100         

Persea americana(ｱ
ﾎﾞｶﾄﾞ) 

ﾌﾗﾝｽ     1 2     
台湾 10 480 1 500 2 600 

Phormium tenax(ﾆｭｰ

ｻｲﾗﾝ(地上部)) 
ｺｽﾀﾘｶ 2 800         

Phormium tenax(ﾆｭｰ

ｻｲﾗﾝ) 
ｺｽﾀﾘｶ 15 9,550 11 18,630     
米国 1 432 1 72     

Portulaca oleracea(ｽ
ﾍﾞﾘﾋﾕ(地上部)) 

ｺｽﾀﾘｶ 5 7,550 8 5,450 6 3,348 

Portulaca oleracea(ｽ
ﾍﾞﾘﾋﾕ) 

ｲｽﾗｴﾙ     2 4     

Prunus amygdalus(ｱ
ｰﾓﾝﾄﾞ) 

米国         2 26 

Prunus persica(ﾓﾓ) ｽﾍﾟｲﾝ         1 30 
Prunus salicina(ﾆﾎﾝｽ

ﾓﾓ) 
台湾         1 6 

Pyrus(ﾅｼ属) 台湾         2 16 
Quercus suber(ｺﾙｸｶﾞ

ｼ) 
ｽﾍﾟｲﾝ     2 415     

Quercus(ｺﾅﾗ属(ｶｼ

属)) 
ｽﾍﾟｲﾝ         1 20 

Rosa floribunda(ﾛｻ･ﾌ

ﾛﾘﾌﾞﾝﾀﾞ) 
米国         14 896 

Rosa(ﾊﾞﾗ属(地上部)) 
ﾌﾗﾝｽ 87 513 92 729 64 675 
米国 52 358         

Rosa(ﾊﾞﾗ属) ﾌﾗﾝｽ 100 100 15 15 19 21 
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米国     6 5,750     

Salvia(ｻﾙｳｨｱ属(ｻﾙﾋﾞ

ｱ属)(地上部)) 

ｲｽﾗｴﾙ 5 700         
ｺｽﾀﾘｶ     4 10,200 1 1,550 
ｺﾛﾝﾋﾞｱ     8 16,000 8 18,800 

Salvia(ｻﾙｳｨｱ属(ｻﾙﾋﾞ

ｱ属)) 
ｲｽﾗｴﾙ 12 3,672         
ｽﾍﾟｲﾝ 3 312         

Sambucus(ﾆﾜﾄｺ属(地
上部)) 

ｶﾅﾀﾞ 2 1,249         

Santolina 
chamaecyparissus(ｻ
ﾝﾄﾘﾅ(地上部)) 

ｲｽﾗｴﾙ 1 100         

Santolina(ｻﾝﾄﾘﾅ属) ｲｽﾗｴﾙ 1 153         
Scabiosa(ﾏﾂﾑｼｿｳ属

(地上部)) 
ｲｽﾗｴﾙ 179 61,910 66 33,470     

Scabiosa(ﾏﾂﾑｼｿｳ属) ｲｽﾗｴﾙ 16 13,197 73 37,959 4 800 
Schinus molle(ｺｼｮｳ

ﾎﾞｸ) 
ｽﾍﾟｲﾝ 3 34         

Senecio(ｾﾈｷｵ属(ｻﾜ

ｷﾞｸ属)(地上部)) 
ｲｽﾗｴﾙ 4 600     4 800 

Senecio(ｾﾈｷｵ属(ｻﾜ

ｷﾞｸ属)) 
ｲﾀﾘｱ     1 1 3 7 
米国 1 216         

Solidago 
canadensis(ｶﾅﾀﾞｱｷﾉ

ｷﾘﾝｿｳ(地上部)) 
ｲｽﾗｴﾙ     6 360     

Solidago 
canadensis(ｶﾅﾀﾞｱｷﾉ

ｷﾘﾝｿｳ) 
ｲｽﾗｴﾙ 1 200         

Strelitzia reginae(ｺﾞｸ

ﾗｸﾁｮｳｶ) 
南ｱﾌﾘｶ         1 2 

Syringa vulgaris(ﾑﾗｻ

ｷﾊｼﾄﾞｲ(地上部)) 
米国     4 200     

Thymus vulgaris(ﾀﾁ

ｼﾞｬｺｳｿｳ(地上部)) 
ｲｽﾗｴﾙ 1 800         

Tillandsia 
usneoides(ｻﾙｵｶﾞｾﾓ

ﾄﾞｷ(ﾃｨﾗﾝｼﾞｱ･ｳｽﾈｵｲ

ﾃﾞｽ)) 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ 2 3,100 1 6 2 100 

米国     1 20     

Vaccinium(ｽﾉｷ属(ｺｹ

ﾓﾓ属)) 
米国         5 72 

Vinca minor(ﾋﾒﾂﾙﾆﾁ

ﾆﾁｿｳ(地上部)) 
ｺﾛﾝﾋﾞｱ         1 200 

Vitex agnus-castus(ｲ
ﾀﾘｱﾆﾝｼﾞﾝﾎﾞｸ) 

米国 2 76 2 236 3 134 

Vitis rupestris(ﾙﾍﾟｽﾄﾘ

ｽﾌﾞﾄﾞｳ(地上部)) 
米国         1 100 
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Vitis vinifera(ﾖｰﾛｯﾊﾟ

ﾌﾞﾄﾞｳ(地上部)) 
米国 3 22 11 730 13 759 

Vitis vinifera(ﾖｰﾛｯﾊﾟ

ﾌﾞﾄﾞｳ) 
米国     1 100     

Vitis(ﾌﾞﾄﾞｳ属(地上部)) 
ﾌﾗﾝｽ     15 600     
米国 10 1,167     14 2,403 

Vitis(ﾌﾞﾄﾞｳ属) 
ｲﾀﾘｱ         1 100 
米国 12 601         

 
（２） 栽植用植物（組織培養） 

単位（数量）：個 

植物名 生産国 
  2022   2023   2024 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 

Artemisia(ﾖﾓｷﾞ属) 米国 2 16         

Cordyline(ｾﾝﾈﾝﾎﾞｸ

属) 
米国 3 48         

Fatsia japonica(ﾔﾂﾃﾞ) 米国         1 1 

Hydrangea 
paniculata(ﾉﾘｳﾂｷﾞ) 

米国     1 5     

Lavandula(ﾗｳｧﾝﾄﾞｩﾗ

(ﾗﾊﾞﾝｼﾞｭﾗ)属) 
米国     1 1     

Osteospermum(ｵｽﾃ

ｵｽﾍﾟﾙﾑﾑ属) 
米国 1 2         

Panicum(ｷﾋﾞ属) 米国 1 4         
Portulaca oleracea(ｽ
ﾍﾞﾘﾋﾕ) 

ｲｽﾗｴﾙ         2 2 

Streptocarpus(ｽﾄﾚﾌﾟﾄ

ｶﾙﾊﾟｽ属) 
米国     12 36     

Vaccinium 
corymbosum(ﾇﾏｽﾉｷ

(ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰ)) 
米国 1 50         

 
（３） 栽植用球根 

単位（数量）：個 

植物名 生産国 
  2022   2023   2024 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 

Cyperus(ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ属) 米国         1 1,721 
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